
 

 

 

北海道と東北地方の広域連携による旅行需要創出 

にかかる調査事業 

 

報 告 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 ３月 

国土交通省 東北運輸局 



 
  



北海道と東北地方の広域連携による旅行需要創出にかかる調査事業 

報 告 書 

≪目 次≫ 

 

１．業務概要 ...................................................................... 1 

２．調査全体計画 .................................................................. 2 

３．他組織との連携による北海道と東北地方の広域連携軸の深度化 ....................... 3 

３-１ 過年度調査の結果を踏まえた発展テーマの検討と観光資源の整理 ............ 3 

３-２ 新規テーマの設定と観光資源の整理 ..................................... 12 

３-３ 設定したストーリー性あるテーマでの周遊ルート ......................... 21 

３-３-１ 過年度調査のテーマの深掘りによる周遊ルート ...................... 21 

３-３-２ トレイルによる周遊ルート ........................................ 26 

３-３ トレイルテーマの発展可能性について ................................... 32 

４．既存共通乗車券の道南・東北相互活用の可能性検討 ................................ 35 

４-１ 既存共通乗車券の整理 ................................................. 35 

４-１-１ 既存乗車券の概要 ................................................ 35 

４-２ 広域周遊を促進するための交通機関同士の連携課題 ....................... 40 

５．北海道と東北の広域連携による観光需要創出の可能性検討 .......................... 41 

５-１ 北海道と東北の広域連携による観光需要創出の可能性検討 ................. 41 

５-１-１ 台湾人観光客の旅行特性を把握するための調査の企画 ................ 41 

５-１-２ 調査の実施 ...................................................... 47 

５-１-３ 台湾人観光客の旅行特性 .......................................... 48 

５-２ 台湾人の観光実態と観光意向の分析によるストーリー性あるテーマの設定 ... 84 

５-２-１ 台湾人の観光実態と観光ニーズの分析 .............................. 84 

５-２-２ 観光テーマの設定 ................................................ 85 

５-３ 設定したテーマに関連する観光資源の整理 ............................... 86 

５-４ 設定したストーリー性あるテーマでの周遊ルート（案） ................... 90 

５-５ 周遊促進のための課題 ................................................. 96 

５-５-１ 基礎調査の実施 .................................................. 96 

５-５-２ 周遊促進のための課題 ........................................... 138 

参考資料１．中国本土・香港観光客の旅行特性 ....................................... 139 

 

  



 



‐1‐ 
 

１．業務概要 
 
（１）業務の目的 

平成２７年度の北海道新幹線新函館北斗駅開業に伴い、北海道との広域的な連携による取り組

みが必要となっている。平成２５年度は、北海道と東北地方の広域連携による旅行需要創出を目

的に、札幌市、仙台市、首都圏居住者に対し北海道・東北の観光資源に関する関心度、認知度を

調査し、それらをつなぎ合わせたストーリー性のあるモデルルートならびに周遊促進策を検討し

た。 

調査結果から、北海道と東北を結ぶストーリー性のあるテーマに対して、関心があることが明

らかになり、これらストーリー性のあるテーマに関連した観光資源の認知度が未だ低いことから

観光需要の伸び代を確認することができた。また、新幹線開通後においても北海道と東北の移動

において、フェリーなど多様な交通手段の利用意向も確認されたことから、既存の公共交通割引

切符を活用・拡張することで周遊促進を図れる可能性を明らかにした。 

本年度においては、検討結果から明らかになった事項を踏まえ、他組織と連携しつつ、広域連

携軸の深度化を図り、周遊促進策の具体的な検討を行うこととする。 

また、ジャパンレールパスのように、外国人観光客の広域移動を支援している割引切符の活用

による北海道・東北の広域観光の創出について検討を行うため、特に台湾市場の意向、条件につ

いて検討を行うものとする。 

 

（２）業務フロー 

 本業務の業務フローを下記に示す。 

 

 

図 業務フロー 

  

（１）他組織との連携による北海道と
東北地方の広域連携軸の深度化

（２）既存共通乗車券の道南・東北での
相互活用の可能性検討

（３）北海道と東北の広域連携による
観光需要創出の可能性検討

① 新たな観光資源による周遊
ルートの
検討
➣ 昨年度に引き続きストーリー性ある
テーマの周遊ルートを検討

② 地元自治体の誘客方針等の把握

➣ 青函圏観光都市会議等の誘客方針
（ターゲット等）を把握

③ 北海道と東北地方の連携軸の深度化

➣ 地元ニーズを踏まえた実現性が高い
連携軸の検討

① 既存共通乗車券、多様な交通モード
連携の整理

➣ 付加サービス（飲食割引等）、交通
モード間の連携有無の整理

② 相互活用の可能性検討

➣ 発行元へのヒアリング等による実現
可能性の検討

① 受入環境整備の実態把握
➣ 円滑な周遊を支える受入環境整備の
把握ならびに問題点の整理

② 台湾人のニーズ把握
➣ 東北の認知、広域周遊条件を把握す
る調査企画の立案・実施

③ 調査結果の分析
➣ 受入環境の現状とニーズから周遊促
進のための課題整理

（４）事業実施報告書の作成



‐2‐ 
 

２．調査全体計画 
 

（１）他組織との連携による北海道と東北地方の広域連携軸の深度化 

    ➣ 平成 25 年度調査で検討した連携軸のうち「観光ルートの作成」は、北海道新幹線開通

を起爆剤とした誘客を狙う沿線自治体、民間事業者等においても同時並行で検討を進

めていることから、他組織の最新の検討動向を把握し、新たな周遊ルートの検討を行

う。 

 
（２）既存共通乗車券の道南・東北相互活用の可能性検討 

➣ 共通乗車券、共通割引クーポン券に対する観光客のニーズは高いため、調査検討エリ

アにある共通乗車券の相互活用のための課題を明らかにする。 
 
（３）北海道と東北の広域連携による観光需要創出の可能性検討 

➣ 北海道においては、台湾人の入込みが多く、ターゲットにも据えている地域であるた

め、今後も入込数の増加が期待される。そのため、台湾人観光客の観光動態、観光目

的等のニーズを把握する。 

➣ また、外国人観光客は、日本観光客と比較して「言葉の壁（案内の言語多言語化）」「通

信環境」「自動車運転」等、受入環境整備に起因する円滑な周遊の阻害要因が多くなっ

ていることから、広域的な周遊を実施するために、解決すべき受入環境を把握できる

調査設計を行い、効果的な周遊促進策を検討する。 
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３．他組織との連携による北海道と東北地方の広域連携軸の深度化 
 

３-１ 過年度調査の結果を踏まえた発展テーマの検討と観光資源の整理 

（１）テーマの検討 
平成 25 年度の東北運輸局調査（以降、過年度調査）で抽出したストーリー性あるテーマは、下

記の８テーマである。これら８テーマで設定した周遊ルートは、函館市あるいはその周辺を中心

とした亀田半島の観光資源の周遊のみとなっている。 

しかし、北海道新幹線は平成 28 年３月の開業時に新函館北斗駅のみならず、木古内駅も開業す

る。そのため、北海道新幹線によって期待される道南地域への観光客入込が、東北地方に立ち寄

るあるいは、札幌居住者がストーリー性あるテーマによって、道央地域から東北地方に来訪して

もらうよう、過年度調査したテーマに応じた観光資源の深掘を行う。 

 

≪平成 25 年度東北運輸局調査で設定したストーリー性あるテーマ≫ 

①  

 ②  

③-1  

③-2 

④  

⑤  

⑥  

⑦-1 

⑦-2 

⑧  

：函館・東北の洋館巡りツアー 

：函館・東北の城巡りツアー 

：東北の異文化・伝統工芸にふれる旅 

：東北の異文化・伝統工芸にふれる旅（フェリー活用） 

：函館・東北の幕末志士の足跡巡りツアー 

：道南地域・東北の景勝地を巡るツアー 

：函館・岩手の石川啄木に触れるツアー 

：函館・青森の縄文古墳群を巡るツアー 

：函館・青森の縄文古墳群を巡るツアー（フェリー・レンタカー活用） 

：北海道・東北食材の食べ比べツアー 
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（２）設定テーマに関連する観光資源の抽出 
過年度調査で設定したテーマのうち、「縄文古墳群」、「幕末志士」については、道南全域あるい

は道央に観光資源が豊富であり、道央地域から東北地方への来訪が期待されるため、深掘するテ

ーマとして設定する。 
 

表 テーマに関連する観光資源 
テーマ 過年度調査でルート設定していない観光資源 

縄文古墳群 ・キウス周堤墓群（千歳市） 
・北黄金貝塚（伊達市） 
・入江・高砂貝塚（洞爺湖町） 
・鷲ノ木遺跡（森町） 

幕末志士 ・箱館戦争官軍上陸の地（乙部町） 
・松前城（松前町） 
・古戦場跡（木古内町） 
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■参考：松前半島、亀田半島市町の観光方針と観光資源 

≪江差町の概要≫ 

現状 

・観光入込客数は平成 2 年度の 80.6 万人をピークとして、平成 20 年度には 40.4 万人と約半減し、
時期も 4月から 9月に集中し、その多くが日帰り客であるという従来同様の「春夏通過型」である。

・年間の宿泊者数は平成 21 年度は 25,875 人で、宿泊収容可能人数は 350 人/日である。 
・平成 22 年にはこだて観光圏として道南地域 18 市町による広域観光圏での取り組みが開始された。

課題 

・修学旅行等の大型団体には対応できない状況のため、滞在型を促進していくための対応策が必要で
ある。 

・近年の観光スタイルの変化に対応した個性的で特色ある観光地づくりが必要である。 
・地場料理の提供や観光客に対する接遇の徹底など、観光地としての受入態勢の整備を行うことが必

要である。 
・周辺地域と連携して地域の特色を出した体験型観光、歴史スポットの拡大が必要である。 

基本方針 

・通過型、日帰り観光から宿泊を伴う観光、体験型観光、少人数型観光への転換を図る。 
・宿泊不足への対策を図る。 
・食が楽しめる観光を推進する。 
・江差町固有の観光資源の磨きあげによる観光メニューや体験型の観光メニューをつくる。 
・もてなしの心が伝わる環境づくり、サービスの向上を図る。 
・点在する観光ポイントをつなぎ、魅力向上を図る。 
・増加する外国人観光客に対応した環境整備を進める。 
・周辺自治体と連携し、広域的な観光振興を図る。 

施策・ 
方策等 

<新たな観光要素の充実> 
・体験型観光の推進 等 
<観光イベントの充実> 
・イベント時の宿泊所や飲食店、スケジュール等の相談体制の充実 等 
<観光施設の整備> 
・観光案内板等の整備 等 
<滞在時間を延ばすルートの開発> 
・街中フットパスコースの開発 等 
<もてなしの心の向上> 
・観光ボランティアガイドの養成 等 
<広域的な連携による観光の振興> 
・周辺自治体と連携した広域観光ルートの開発 等 

観
光
関
連
施
設 

自然環境・施設 かもめ島、逆川森林公園 

寺社・仏閣 姥神大神宮、東本願寺別院、法華寺、西本願寺、円空仏と木喰仏、正覚寺 

文化施設 
江差追分会館、壱番蔵、横山家、江差町会所会館、旧中村家住宅、旧檜山爾志郡役所、江差町郷土資
料室、旧関川家別荘 

遺跡・史跡 － 

観光施設 開陽丸 

レジャー施設 － 

イベント 
(主なもの) 

かもめ島まつり（7月）、江差・姥神大神宮渡御祭（8月）、 
江差追分全国大会（9月） 

物産館・案内所 道の駅江差(案内所) Wi-Fi 部屋数 

宿泊施設 

・ホテルニューえさし 
・ホテル寺子屋 
・旅庭 群来 
・目谷旅館 
・ホテル満潮 
・港旅館 
・繁次郎番屋 
・レンタルルーム 十河 
・辻旅館 

○ 
- 
× 
- 
- 
- 
- 
- 
- 

32 
12 
7 
14 
13 
9 

3 棟 
6 
17 

1 113 

体験観光 江差追分を習う(江差追分会館)、陶器作り、朝粥の会、親子座禅、体験学習座禅と講話 

特急停車駅 
（木古内・函館） 
からの所要時間 

〈JR 江差線代替バス〉 
木古内駅前～江差ターミナル 約 83 分  6 往復/日 

〈路線バス（函館・江差線）〉 
函館バスセンター～江差ターミナル 約 130 分     5 往復/日 
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≪上ノ国町の概要≫ 

現状 ・記載なし 

課題 
・特色ある町の自然環境や歴史・文化を生かした通年型の観光・レクリエーション開発に努め、観光

協会をはじめ、各関係機関・団体との共同により地域資源の再発見やイベントの充実を図る。 
・上ノ国町の特色である観光資源の情報をあらゆる媒体に提供するなど PR 活動を積極的に推進する。

基本方針 
・交流人口の増加と地域活性化に向け、多様化、高度化する観光・レクリエーションニーズに即した

多面的な取り組みを一体的に推進し、観光・交流機能の拡充に努める。 

施策・ 
方策等 

<観光団体の育成・支援> 
・観光資源を活用した通年型観光の確立や観光ガイドの育成、観光イベントなどの充実を図るため、
観光団体の育成・強化に努める。 

<PR 活動の推進> 
・パンフレットやポスターの作成、ホームページの充実、マスメディアの活用等を通じ、上ノ国町の

観光についての PR 活動を進める。 
<広域観光体制の充実> 
・広域観光ルートづくりや広域的な PR 活動の推進など、地域一体となった観光振興施策の検討を進
める。 

観
光
関
連
施
設 

自然環境・施設 七ツ岳、大千軒岳 

寺社・仏閣 上国寺本堂、上ノ國八幡宮 

文化施設 勝山館跡、花沢館跡、旧笹浪家住宅、比石館跡 

遺跡・史跡 夷王山墳墓群 

観光施設 － 

レジャー施設 － 

イベント 
(主なもの) 

食遊祭（1月）、よってけ市（5月）、夷王山まつり（6月）、エゾ地の火まつり（8月）、 
上ノ国八幡宮例大祭（9月）、秋の味覚祭（9月）、上ノ国町産業まつり（10 月） 

物産館・案内所 道の駅上ノ国もんじゅ（案内所--） Wi-Fi 部屋数 

宿泊施設 

・癒しの宿 よ志栄 
・民宿 幸村荘 
・民宿 北斗 
・民宿 弁天 
・民宿 夷王亭 
・料理宿 宮寿司 
・民宿 来福 
・澤谷旅館 

- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 

9 
5 
2 
5 
5 
7 
9 
11 

0 53 

体験観光 タケノコ採り 

特急停車駅 
（木古内・函館） 
からの所要時間 

〈JR 江差線代替バス〉 
木古内駅前～大留(上ノ国駅) 約 73 分     6 往復/日 
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≪木古内町の概要≫ 

現状 
・地域の基幹産業である農林漁業と連携し、体験観光を実施している。 
・未開発の観光資源を数多く有している。 

課題 
・北海道新幹線や高規格幹線道路などの交通の利便性を生かし、今ある観光資源のほかにも木古内町

の魅力を活用した観光ルートなどを模索しながら観光開発を積極的に推進するとともに、渡島西部
4町と檜山南部 5町と連携した情報の発信にも力を入れていく必要がある。 

基本方針 
・観光交流センターを拠点とし、木古内町の魅力を広域的に情報発信することにより、北海道新幹線

や高速交通網を利用した観光交流人口の増加を図る。 
・地域の基幹産業である農林漁業と連携を深め、体験観光や交流観光を推進する。 

施策・ 
方策等 

<観光推進・施設整備> 
・西南渡島と南檜山の関係団体と連携し、広域観光ルートの形成を目指して観光拠点としての機能整

備を図る。 
・地域の歴史や遺産、豊かな自然を生かした観光開発に取り組み、木古内町の魅力を発信し観光客増

加のための施策を推進する。 
・観光客の受け入れ態勢をさらに充実させ、地元住民も楽しんで参加できる事業を検討する。 
<体制づくり> 
・観光交流センターを中心とした情報発信を効果的に行うとともに、観光協会と連携し魅力あるイベ

ントを展開しながら人材育成を推進する。 
・木古内町づくり体験観光推進協議会と連携し、一次産業従事者の協力体制や多様な分野におけるサ

ポート体制を築き、交流型・体験型観光を推進する。 
・地域の多様な一次産品などを活用した観光用特産品の開発研究を推進する。 
・郷土の自然・歴史・文化を掘り起こし、住民と行政が一体となって観光資源の開発に努める。 

観
光
関
連
施
設 

自然環境・施設 ふるさとの森、薬師山・萩山、佐女沼、みそぎ浜、桂岳、サラキ岬、瓜谷ダム湖 

寺社・仏閣 佐女川神社、西野神社、禅燈寺 

文化施設 － 

遺跡・史跡 戊辰戦争古戦場跡、蛇内遺跡（縄文遺跡） 

観光施設 － 

レジャー施設 － 

イベント 
(主なもの) 

中みそぎまつり（1月）、サラキ岬チューリップフェア（5月）、 
サバイバル 2days エンデューロ（6月）、きこない咸臨丸祭り（8月） 

物産館・案内所 ・新幹線駅に設置予定 Wi-Fi 部屋数 

宿泊施設 

・ビュウ温泉のとや 
・ビジネスホテル石川屋 
・HOTEL 吉澤 
・寿旅館 
・民宿原林 
・宿きたかい 

- 
- 
- 
- 
- 
- 

12 
12 
18 
10 
14 
10 

0 76 

体験観光 
地引網体験、ホタテ貝養殖・放流体験・漁船乗船体験、ホタテ貝殻むき・魚さばき体験 
平磯体験、押し海草づくり体験、コンブ干し体験、海遊び体験、農産物収穫体験、 
搾乳体験・家畜世話体験、縄文遺跡発掘体験、砂金採り体験 

特急停車駅 
（木古内・函館） 
からの所要時間 

〈鉄道〉 
函館～木古内（特急） 約 40 分     10 往復/日 
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≪北斗市の概要≫ 

現状 
・歴史的事象跡や文化財、歴史的人物の足跡を伝える記念碑など観光資源は多数存在している。 
・観光客は夏季（6月～9月）に多く、冬季の入込客数は減少が著しい。 

課題 

・これまで観光振興に係る積極的な施策や事業展開を行っていないため、知名度が低い。 
・体験型観光資源については、メニューの充実が図られているものの、グランツーリズム・マリンツ

ーリズム・ヘリテージツーリズムの開発が遅れており、対応に努めていく必要がある。 
・観光施設へのアクセス情報等の案内を適切に行うことのできる体制を整備する必要がある。 
・日帰り中心の観光から、体験学習を通じた宿泊滞在型観光への転換が求められる。 

基本方針 

・すぐれた自然環境の保全         ・地域の歴史や文化などを学ぶ機会の充実 
・環境に優しい観光地づくり        ・新たな観光資源の発掘・磨き上げ 
・自然を生かした体験型観光などの促進   ・新たな観光商品の開発促進 
・美しい景観の形成            ・食を生かした観光地づくり 

施策・ 
方策等 

<環境に優しい観光地づくり> 
・環境に対する意識を持ち、環境に配慮した取り組みを進める。 
<自然を生かした体験型観光の促進> 
・自然環境を活かした体験メニューの開発やエコツーリズムなどを促進する。 
<地域の歴史や文化などを学ぶ機会の充実> 
・地域づくりや観光振興の意義や重要性についての理解醸成を図る。 
<細かな観光資源の発掘・磨き上げ> 
・地域の優れた自然環境や景観、文化や歴史的遺産などを観光資源として活用する。 
<新たな観光商品の開発促進> 
・多彩な観光商品を取り組むとともに、滞在時間延長や長期滞在につながる観光メニューの創出、広

域的な観光ルートづくり、シニア層に向けた観光商品の開発を検討する。 
<食を活かした観光地づくり> 
・市内でとれた食材を活かし、新たな食文化の創出に向けて食をテーマとした観光メニューの充実を

図る。 

観
光
関
連
施
設 

自然環境・施設 
きじひき公園、八郎沼公園、匠の森公園、小滝の沢、檜沢の滝、茂辺地自然体験の森、釜の仙境、上
磯ダム公園、木もれ陽の森、湯の沢水辺公園、七重浜海浜公園 

寺社・仏閣 － 

文化施設 トラピスト修道院、松前藩戸切地陣屋跡 

遺跡・史跡 － 

観光施設 － 

レジャー施設 
アンビックス函館クラブ上磯ゴルフコース、茂辺地パークゴルフ場、八郎沼パークゴルフ場、 
北斗市運動公園、北斗市スポーツセンター 

イベント 
(主なもの) 

北斗桜回廊・北斗陣屋桜まつり（5月）、きじひきヒルクライム（5月）、北斗市夏まつり（7月）、
ふるさとの夏祭り（8月）、きじひき高原まつり（8月）、ローマへの道～夏～（8月）、 
北斗市商工観光まつり in 八郎沼（9月）、みなみ北海道地産地食フェア in 北斗（10 月）、 
北斗市茂辺地さけまつり（11 月）、ローマへの道～冬～（12 月） 

物産館・案内所 ・新幹線駅に設置予定 Wi-Fi 部屋数 

宿泊施設 

・ホテル秋田屋 
・ｹﾞｽﾄﾊｳｽ函館ｸﾛｽﾛｰﾄﾞ 
・村山旅館 
・梅津旅館 
・旅館とみや 
・旅館たねだ 
・旅館やまに 
・民宿食道園 
・蔵 
・榮荘 
・ホテル七重浜 
・ききょう旅館 
・ビジネス民宿 ABE 
・ビジネス民宿おおの 

- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 
- 

38 
5 
16 
10 
12 
25 

(40 人) 
(10 人) 
(20 人) 

9 
44 
21 
19 
13 

0 212 

体験観光 
六輪村（体験工房ろくりん）、谷観光農場、佐々木観光アヤメ園、オガワ観光農場、 
フロンティア果樹園、佐々木観光農園 

特急停車駅 
（木古内・函館） 
からの所要時間 

〈鉄道〉 
函館～清川口（普通）  約 25 分     19 往復/日 
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≪厚沢部町の概要≫ 

現状 ・なし 

課題 ・なし 

基本方針 ・なし 

施策・ 
方策等 

・なし 

観
光
関
連
施
設 

自然環境・施設 うずらダムオートキャンプ場 ハムチャの森、土橋自然観察教育林 

寺社・仏閣 － 

文化施設 旧南部家住宅 

遺跡・史跡 松前氏城跡館城跡 

観光施設 － 

レジャー施設 － 

イベント 
(主なもの) 

鹿子舞交流会（1月）、館城跡まつり（5月）、ばん馬大会（5月）、 
うずら温泉&稲倉石祭り（6月）、あっさぶふるさと夏まつり（7月）、親子釣り大会、 
町民文化祭（11 月） 

物産館・案内所 道の駅あっさぶ（案内所） Wi-Fi 部屋数 

宿泊施設 

・うずら温泉 
・俄虫温泉旅館 
・森藤旅館 

- 
- 
- 

18 
13 
9 

0 40 

体験観光 いも掘り体験農園 

特急停車駅 
（木古内・函館） 
からの所要時間 

〈路線バス（函館・江差線）〉 
函館バスセンター～厚沢部  約 103 分     5 往復/日 

≪松前町の概要≫ 

現状 ・記載なし 

課題 ・記載なし 

基本方針 ・新幹線時代を迎え、松前観光のグレードアップを目指す。 

施策・ 
方策等 

<通年観光への取り組み> 
・海や食など地域資源を活かす観光の創出、歴史観光、広域観光等の創出 
<松前観光の戦略的広報活動> 
・情報の一元化を図り、インターネットやマスコミ、雑誌等を活用して積極的な PR 活動を実施する。
<さくらまつりの充実> 
・中咲き、遅咲き対策、渋滞対策等を行う。 

観
光
関
連
施
設 

自然環境・施設 松前公園、町営牧場、第二公園、弁天島、大千軒岳、白神岬、ふれあい公園 

寺社・仏閣 松前城、法幢寺、法源寺、龍雲院、光善寺、阿吽寺、法華寺、正行寺、専念寺 

文化施設 松前藩屋敷、松前町郷土資料館 

遺跡・史跡 松前藩主松前家墓所 

観光施設 － 

レジャー施設 － 

イベント 
(主なもの) 

松前さくらまつり（4月）、新さくら見本園ガイド（5月）、松前城下楽市楽座（7月）、 
松前あじさいまつり（8月）、松前城下時代まつり（8月）、松前マグロまつり（9月） 

物産館・案内所 道の駅北前船松前（案内所--） Wi-Fi 部屋数 

宿泊施設 

・温泉旅館矢野 
・工藤旅館 
・民宿いかわ 
・民宿ささき 
・民宿・食堂はまべ 
・旅館丹波屋 
・旅館みうら 
・旅館よこはま荘 
・民宿中山 

○ 
- 
- 
- 
- 
○ 
○ 
× 
- 

28 
7 
4 
6 
5 
14 
15 
15 
7 

3 101 

体験観光 
甲冑着付体験、海峡遊覧体験、絵手紙づくり体験、押し花クラフト体験、拓本体験、 
リースづくり体験、松前漬け体験、木工ベラづくり体験、遊漁船体験、松前藩主料理体験 

特急停車駅 
（木古内・函館） 
からの所要時間 

〈路線バス（松前線代替バス）〉 
木古内駅前～松前出張所  約 100 分     10 往復/日 
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≪福島町の概要≫ 

現状 

・北海道新幹線開業に向け、渡島西部 4 町で協議会を、渡島・檜山 9 町で新幹線木古内駅活用推進協
議会を設置し、広域観光推進に向けた取り組みを行っている。 

・メディアを活用し、福島町のイベントや観光の PR を行っている。 
・豊かな自然環境に恵まれ、豊富な観光資源を有している。 

課題 

・北海道新幹線開業を契機に、広域観光が浸透していくようにすることが必要である。 
・PR 看板の設置やイベント・特産品等の効果的な PR が必要である。 
・観光施設の充実、整備が必要である。 
・町の観光資源を活かした体験観光等の整備が必要である。 

基本方針 
・横綱の里や町内の観光資源を積極的に PR し、町内への観光や立ち寄りを増やす。 
・観光資源のさらなる魅力化や新たな観光資源づくりにより来訪者の満足度を高め、集客や滞在の長

期化、リピートを高める。 

施策・ 
方策等 

<広域観光の浸透> 
・渡島西部 4 町と広域観光に関する取り組みを推進する。 
<PR 看板の設置や効果的な PR の実施> 
・多言語表記など外国人観光客への対応に努めるとともに、街の魅力を伝えるパンフレット等を作成

し、観光 PR 活動を実施する。 
<観光施設の充実・整備> 
・町内観光施設の修繕・整備等を行い、入場者数増加に向けた取り組みを実施する。 
<体感観光の整備> 
・観光資源を活かした体験観光づくりを行う。 

観
光
関
連
施
設 

自然環境・施設 大千軒岳、吉岡不動滝、白糸の滝、みさこ沢の滝、松前矢越道立自然公園 

寺社・仏閣 福島大神宮 

文化施設 トンネルメモリアルパーク 

遺跡・史跡 － 

観光施設 横綱千代の山・千代の富士記念館、青函トンネル記念館 

レジャー施設 パークゴルフ場、海峡横綱ビーチ 

イベント 
(主なもの) 

どすこい雪まつり（2月）、北海道女だけの相撲大会（5月）、白符七夕祭り（7月）、 
かがり火コンサート（7月）、やるべ福島イカまつり（8月）、福島大神宮例大祭（9月） 

物産館・案内所 ・道の駅横綱の里ふくしま Wi-Fi 部屋数 

宿泊施設 

・まるふく旅館 
・旅館やん衆番屋 
・ときわ旅館 
・宿屋たかお 
・ペンション敦 
・民宿千軒荘 

- 
- 
- 
- 
- 
- 

11 
5 
5 
3 
9 
4 

0 37 

体験観光 千軒そば打ち体験、遊漁船 

特急停車駅 
（木古内・函館） 
からの所要時間 

〈路線バス（松前線代替バス）〉 
木古内駅前～福島  約 55 分     10 往復/日 
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≪知内町の概要≫ 

現状 ・知内町の観光はほとんどが通過型でイベントや体験ツアー的な観光がメインである。 

課題 

・旅行形態の変化も踏まえ、多様なニーズに対応できるメニューを作ること、また広域観光の観点か
ら近隣自治体と連携して地域資源を生かしたメニュー作りが必要である。 

・滞在型観光を推進するための基盤の整備充実が望まれる。 
・知内町の特産品をブランド化し、販売を促進する必要がある。 

基本方針 
・人と人が交わる観光の振興 
・魅力あふれる特産品の販売促進 

施策・ 
方策等 

<人と人とが交わる観光の振興> 
・農林水産業などとの連携による各種観光資源を活用した来訪者の受け入れを検討するなど観光客の

受け入れ態勢を強化するとともに、観光やイベントの情報を積極的に発信する。 
<魅力あふれる特産品の販売促進> 
・特産品の付加価値を高めるために、研究開発を行い、開発された商品・特産品を町内飲食店で提供

したりイベントへの出展、マスメディアを活用した PR を実施する。 

観
光
関
連
施
設 

自然環境・施設 
知内公園、重内展望台、青函トンネル出口（記念撮影台）、小谷石（矢越）海岸、啓発の森、 
農村公園 

寺社・仏閣 雷公神社 

文化施設 郷土資料館 

遺跡・史跡 － 

観光施設 － 

レジャー施設 ファミリースポーツパーク（パークゴルフ場） 

イベント 
(主なもの) 

しりうち味な合戦冬の陣（2 月）、しりうち大漁まつり（8月）、サマーカーニバル in 知内（8月）、
さくらまつり青空市（不明）、産業まつり（10 月） 

物産館・案内所 道の駅しりうち（案内所）、知内町物産館（案内所あり） Wi-Fi 部屋数 

宿泊施設 

・民宿まるた 
・ビジネス民宿ユーターン 
・竹内旅館 
・横山旅館 
・民宿たんぽぽ荘 
・ビジネスホテル北都 
・ペンションホットタイム 
・旅館清八 
・知内温泉旅館 
・民宿ベガ 
・民宿なりさわ 
・海の宿矢越 
・民宿まこちゃん 
・海峡の宿然 

- 
- 
○ 
- 
- 
- 
- 
- 
○ 
- 
- 
- 
- 
- 

9 
16 
13 
10 
6 
11 
11 
51 
26 
2 
7 
4 
15 
5 

2 186 

体験観光 
矢越海岸アドベンチャーズ、ニラ収穫体験、ほうれん草収穫体験、トマト収穫体験、 
ジャガイモ収穫体験、ホタテの耳づり体験、琥珀のまがたま作り体験、矢越海岸遊魚・遊覧体験、 
砂金掘体験 

特急停車駅 
（木古内・函館） 
からの所要時間 

〈路線バス（松前線代替バス）〉 
木古内駅前～知内出張所  約 15 分     13 往復/日 
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３-２ 新規テーマの設定と観光資源の整理 

（１）新規テーマの設定 
北海道新幹線開業及び青函ディスティネーションキャンペーンを迎えるにあたり、津軽半島、

下北半島にて奥津軽に新たなエコツーリズムの気運を高めてきている「奥津軽トレイル」の取り

組みが検討されている。 

「奥津軽トレイル」は、「日本三大美林『青森ひば林』と近代化遺産『森林鉄道軌道跡』といっ

た観光資源をトレイルで周遊するものである。下北半島では青森ひば林、森林鉄道軌道跡が現存

し、松前半島においても青森ひばは北前航路で重用されており、それによる経済発展が文化的な

まちづくりを推進した背景がある。 

また、青森ひばをテーマにした津軽海峡交流圏活性化のシンポジウムも開催されているため、

ストーリー性あるテーマとして松前半島を含めたトレイルによる周遊可能性について検討する。 

なお、松前半島においては、平成 26 年５月にＪＲ北海道江差線が廃線となっており、周辺地域

への観光客入込の減少、これらが一因となった沿線地域の衰退が課題と考えられ、江差線の廃線

区間沿線地域の活性化も重要と考えられるため、これらの周遊を意識した検討を行う。 
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■参考：奥津軽トレイルの概要 

 「奥津軽トレイル」は、特定非営利法人かなぎ元気倶楽部が中心となって、北海道新幹線開業

という絶好の機会に、官民挙げての観光による地域づくりを推進していく上で、再度、奥津軽の

ＤＮＡを掘り起こし、つなげ、地域住民の誇りに思う地域の物語をコンテンツ化していこうとい

うことで始まっている。 

 奥津軽トレイルをつなぐ資源となるのが、日本三大美林「青森ひば林」と近代化遺産「森林鉄

道軌道跡」である。津軽森林鉄道は明治 42 年に本線開通し、その後、津軽半島、下北半島を毛細

血管のように張り巡らされた。日本初、日本最長の森林鉄道として存在し、日本の近代化に向け

て、大きな役割を果たしていた。 

 奥津軽という舞台は、文豪太宰治と津軽三味線芸能を育んでいる。太宰治は、現在の青森県五

所川原市金木町で生まれ、「走れメロス」「人間失格」をはじめ、数多くの作品を輩出し、「津軽」

では故郷への思いを綴っている。 

 金木は、津軽三味線の始祖「仁太坊」（にたぼう）が三味線音楽に独特の奏法を取り入れ、その

原型を作った地である。 

 奥津軽に、これら文学・芸能を育む経済的礎を創り上げたのが、日本三大美林の一つ「青森ヒ

バ林」の恵みである。近代、青森ヒバは、網目のように産地に巡らされた森林鉄道によって流通

され、奥津軽の経済は木材景気に支えられていた。その背景で大地主や木材業者らが手を結んで

地域経済を支配していた。 

 太宰治の生家旧津島家はその豪商の代表格であり、太宰の生家は太宰治記念館「斜陽館」とし

て今に残っている。豪商たちは、津軽三味線奏者を庇護し、津軽三味線という芸能を育てていく。

「津軽三味線会館」は、その魅力を次世代へ継承し、ライブ演奏で体感できる施設として生まれ

ている。 

 青森ヒバは、200～300 年かけ、天然更新により、自然にゆっくり育成される。その森林は、幼

木、若木、天空へ伸びる大木、さらには広葉樹も混じり、独特の温かさを感じさせる。 

 青森ひばの特徴は、薬効成分を含み、シロアリを寄せ付けず、殺菌効果やリラックス効果で注

目を浴びており、世界遺産中尊寺金色堂や岩木山神社楼門、酸ヶ湯温泉千人風呂などに活用され

ている。また、昨年の伊勢神宮の式年遷宮において、青森ひばが、その耐久性を評価され、橋板

として採用されている。 

 青森ヒバ林と森林鉄道軌道跡トレイルでは、そのヒバ林のリラックス効果を体感し、森の中で

異彩を放つ、森林鉄道跡に出会うことで感動を呼び込む。小説「津軽」の中で、紹介される太宰

も訪れたルートもある。 

 現在、地域の身近にあった資源を活用し、奥津軽全体で津軽の郷土料理を味わい、地元との交

流を楽しみ、まるごと奥津軽をおもてなしする気運の高まりをきっかけとして、トレイルルート

構築を目指している。 
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（２）青森ひば（ヒノキアスナロ）と森林鉄道軌道跡に関連する観光資源の調査 
１）調査行程 

下記の行程で調査を実施した。 

●1日目：金木町～津軽半島蟹田港～下北半島脇野沢港（むつ湾フェリー）～ 

川内渓谷～薬研温泉（奥薬研）～風間浦村（わいどの木 宿泊） 

●2日目：わいどの木～奥薬研～大間港～函館港（津軽海峡フェリー）～ 

江差町（ホテルニューえさし 宿泊） 

●3日目：ホテル～江差町町民の森～桧山古事の森～江差線（廃線跡）～木古内～ 

函館駅～（津軽海峡線）～青森駅 

※交通手段：新青森駅でレンタカー（オリックス）にて金木へ。そして、フェリーを使

い、下北半島に。大間でレンタカーを乗り捨て、フェリーにて函館へ。函館港には大

手レンタカーがないため、函館駅まで、バスで向かい、駅にてレンタカーを借りて江

差へ。そして、函館駅へ戻り、JR にて青森駅へ。 
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① 下北半島 

下北半島においても森林鉄道は毛細血管のようにはりめぐされていた。その資源を調査した。 

 

■ 川内川渓谷 

川内渓谷には安部城鉱山跡があり、この鉱山資源、青森ひばを搬出してくための鉄道が整備さ

れた。川内川渓谷へ向かうと青森ひば林が存在している。ここでは、軌道跡は発見できなかった

が、川内川渓谷遊歩道が整備されており、渓谷景観を望みながらのトレッキングには最適である。

トレッキングイベントも開催されている。ここから、観光バスは、佐井村～大間に向かうという

ルートを取っている。 
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■薬研温泉（大畑地区） 

薬研温泉地域に残る森林鉄道軌道跡を調査した。森林鉄道軌道跡は、東北自然歩道として整備

されている。薬研温泉の森林鉄道軌道跡は、枕木、線路、約 100 メートル続くトンネル、そして、

鉄橋跡など、見事な近代化遺産として残っている。また、青森ひばの天然林、植林されているエ

リアが存在し、日本三大美林と謳われる、魅力的な空間がこのエリアには存在しており、歩く人

を心地よくさせるトレッキングコースとなっている。 

また、奥薬研温泉の温泉も魅力的な資源であり、トレッキング終了後に足湯を楽しむこともで

きる。また、下北半島の海の幸・山の幸を堪能できる温泉旅館もある。現在は、観光客が減少し

ているものの、温泉と森林トレッキング、そして食を組み合わせた健康をテーマにプログラムが

造成されると滞在交流型の地域として新たな展開を向かえることができると考えられる。 
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■奥薬研温泉～あすなろライン～佐井村 

奥薬研のトレッキングルートからさらに 5ｋｍ程、佐井村方面へ向かうと、渓谷に森林鉄道木

橋跡が残っている。下北半島は、津軽半島に比べ、後に森林鉄道が敷設されたこともあり、構造

がダイナミックなものが多いと推測される。昨年までは、崩壊せずに残っていたというが、残念

ながら、崩壊している。しかし、その勇姿・存在感は見るものを感動させる。 

現在、この道は、佐井村中心部まで、約 26km と続いており、また、原発の避難道として整備さ

れている。今後は青森ひば林の中を歩いていくトレイルルートとして、期待できると考えられる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■風間浦村～大間町 

風間浦には、青森ひばの工房「わいどの木」がある。青森ひばの工芸品やお土産が店頭に並ぶ。

また、青森ひばのゲストハウスもあり、ひばの香りを楽しみながら滞在することができる。社長

をはじめ社員の方々の青森ひばへの思いも強く、工房の方と交流することで、青森ひばならびに、

下北半島への興味が喚起されることが期待される。 
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また、風間浦村には、下風呂温泉に加え、地域ブランド商標を獲得した風間浦鮟鱇、元祖イカ

様レースなど、食と温泉での地域づくりを推進している。また、大間町はブランド品大間マグロ

がある。青森ひば林と森林鉄道軌道跡を巡るコースに、これらの食資源が付加価値を高め、魅力

溢れる旅行商品が造成していくことが可能になると考えられる。 
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② 松前半島（桧山地方・江差町） 

■江差町 

松島藩が桧の山で財政的に潤い、桧山の桧はヒノキアスナロの一大産地だったことから、名付

けられている。青森ひばの北限はその中心となっている江差町である。現在、桧山地方のＤＮＡ

である「ヒノキアスナロ」を江差町ふるさとの森で、植林活動を展開している。その植林された

森林を、その森を作り上げているガイドとともに散策することができる。 

現在、江差町では、小学生を対象とした「木育」活動を展開している。そういった活動を背景

に、滞在交流型の観光地域づくりを推進している。また、桧山古事の森という、歴史的建造物の

維持を図っていくためにひばを管理しているエリアがある。このひばの森を散策することも可能

である。ガイドの手配等の受入について「歴まち商店街協同組合」が担う意向がある。 

ただし、中心街を含めて宿泊施設が少ないのが、滞在交流型にするためのハードルの一つにな

っている。 
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■江差町の豪商 

江差町はニシンと北前船で栄えた豪商が多い。現在も歴まち商店街はまち歩きマップがあり、

ガイド付きで歩くこともできる。その代表でもある旧家横山家や旧中村家はひばで建築されてい

る。このように木材としてのひばを歩いて回ることもできる。 

江差追分・山車会館や幕末の軍艦「開陽丸」の復元船などで江差の文化に触れることもできる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■江差線廃線跡 

廃線となった江差線の廃線後は、約４０ｋｍ。未だ 10 ある駅舎も残っている。すぐには難しい

と思うが、今後、このルートをＪＲ北海道などとも連携し、トレイルルートとして整備していく

ことは、新たな観光ルートとして人気を博することになると考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 

２）調査結果 

トレイル・トレッキング人気は高まってきており、今回調査したトレッキングルートは魅力あ

る観光資源が多いと考えられる。しかし、「歩く」ことを目的にする個人客であるため、二次交通

ネットワークが脆弱であることが津軽、下北、松前半島の課題と考えられる。また、津軽・松前

半島は宿泊施設が少ないため、個人客を受け入れる旅館・民宿、農家民宿などの価値の高いおも

てなしを提供していく仕組みづくりが求められる。 

なお、調査時に、津軽海峡フェリーで 2 つの旅行会社のツアーが催行されていた。ツアーは、紅

葉時期に男鹿半島、津軽半島、下北半島の 3 半島巡りということであり、人気の商品になってい

るという。男鹿半島を松前半島にした青森ひば林と森林鉄道軌道跡をテーマに巡るというのは、

商品としての可能性があると考えられる。 
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３-３ 設定したストーリー性あるテーマでの周遊ルート 

３-３-１ 過年度調査のテーマの深掘りによる周遊ルート 

（１）北海道・青森の縄文古墳群を巡るツアー 
１）周遊行程 

 
旅行日数 2 泊 3 日 

 
行程例  

1

日

目 

10:15 出発 ○仙台駅 東北・北海道新幹線に乗車、新函館北斗駅にてＪＲ函館本線に乗換 約 3 時間 5 分

13:20 到着 ○函館駅 

13:30 出発 ○函館駅 

14:30 到着 

15:30 出発 

《観光スポット》★垣ノ島遺跡 

《アクセス》 ※自動車 1 時間 

15:45 到着 

16:45 出発 

《観光スポット》★大船遺跡 

《アクセス》 ※自動車 15 分 

16:55 到着 ○函館市内に宿泊  

2

日

目 

8:00 出発 ○函館市内 

9:00 到着 

10:00 出発 

《観光スポット》★鷲ノ木遺跡 

《アクセス》 ※自動車 1 時間 

11:50 到着 

12:50 出発 

《観光スポット》★入江・高砂貝塚 

《アクセス》 ※自動車 1 時間 50 分 

13:25 到着 

14:25 出発 

《観光スポット》★北黄金貝塚 

《アクセス》 ※自動車 35 分 

15:55 到着 

16:55 出発 

《観光スポット》★キウス周提墓群 

《アクセス》 ※自動車 1 時間 30 分 

18:05 到着 ○登別市内に宿泊 

3

日

目 

8:00 出発 ○登別市内 ※自動車 2 時間 30 分 

10:30 到着 ○新函館北斗駅 

10:40 出発 ○新函館北斗駅 東北・北海道新幹線に乗車 約 1 時間 

11:40 到着 ○新青森駅 

11:50 出発 ○新青森駅 

12:05 到着 

13:05 出発 

《観光スポット》★三内丸山遺跡 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「三内丸山遺跡前」にて下車、徒歩 合計約 15 分

13:20 到着 ○新青森駅 

13:25 出発 ○新青森駅 東北・北海道新幹線に乗車 約 1 時間 40 分 

15:05 到着 ○仙台駅 
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２）周遊イメージ 

 

  

大船遺跡 

垣ノ島遺跡

函館駅 

新函館北斗駅 

仙台駅

新青森駅 

三内丸山遺跡 

鷲ノ木遺跡 

キウス周堤墓群 

北黄金貝塚 

入江・高砂貝塚 
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（２）道南地域・東北の幕末志士の足跡巡りツアー 
１）周遊工程 

 
旅行日数 2 泊 3 日 

 
行程例  

1

日

目 

 8:05 出発 ○仙台駅 東北・北海道新幹線に乗車 約 2 時間 50 分 

10:55 到着 ○木古内駅 

11:10 出発 ○木古内駅 バスに乗車、最寄バス停「松城」にて下車、徒歩 約 1 時間 35 分 

12:45 到着 

14:20 出発 

《観光スポット》★松前城 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「木古内駅」にて下車 約 1 時間 35 分 

15:58 到着 ○木古内駅  

16:00 出発 ○木古内駅 徒歩 20 分 

16:20 到着 

17:20 出発 

《観光スポット》★木古内古戦場（薬師山、萩山） 

《アクセス》 ※徒歩 35 分 

17:55 到着 

18:55 出発 

《観光スポット》★木古内古戦場（木古内浜付近） 

《アクセス》 ※徒歩 15 分 

19:10 到着 ○木古内町内に宿泊  

2

日

目 

6:15 出発 ○木古内駅 バスに乗車、江差ターミナルで乗換、バス停「町民会館前」で下車、徒歩 約 2

時間 20 分 

 8:35 到着 

 

 9:35 出発 

《観光スポット》★箱館戦争官軍上陸の地 

《アクセス》 ※バスに乗車、江差ターミナルで乗換、最寄バス停「函館駅前」で下車、徒歩 約 3

時間 35 分 

13:10 到着 ○函館駅 

13:15 出発 ○函館駅 市電に乗車、五稜郭公園入口電停で下車、徒歩 約 30 分 

13:45 到着 

15:45 出発 

《観光スポット》★五稜郭城跡、箱館奉行所 

《アクセス》 ※市電に乗車、函館駅前電停で下車、徒歩 約 30 分 

16:15 到着 ○函館駅 

16:20 出発 ○函館駅 バスに乗車、最寄バス停「啄木小公園」で下車、徒歩 約 10 分 

16:30 到着 

17:30 出発 

《観光スポット》★啄木小公園 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「函館駅前」で下車、徒歩 約 10 分 

17:40 到着 ○函館市内に宿泊 
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行程例  

3

日

目 

6:30 出発 ○函館市内 ※徒歩 15 分 

 6:45 到着 

 7:45 出発 

《観光スポット》★弁天台場跡 

《アクセス》 ※電停に乗車、函館駅前電停にて下車、徒歩 合計約 15 分 

 8:00 到着 ○函館駅 

 8:10 出発 ○函館駅 シャトルバス乗車 約 20 分 

 8:30 到着 ○函館フェリーターミナル 

 9:10 出発 ○函館フェリーターミナル 津軽海峡フェリーに乗船 約 1 時間 30 分 

10:40 到着 ○大間フェリーターミナル 

12:00 出発 ○大間フェリーターミナル バスに乗車 約 1 時間 50 分 

13:50 到着 ○下北駅 

14:10 出発 ○下北駅 JR 大湊線に乗車、野辺地駅で青い森鉄道に乗換、八戸駅で東北・北海道新幹線に乗

換 約 3 時間 20 分 

 17:30 到着 ○仙台駅 
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２）周遊イメージ 

 

  

松前城 

木古内古戦場跡 
（薬師山、萩山） 

木古内駅 

函館駅

新函館駅（仮称） 

大間フェリーターミナル 

函館フェリーターミナル 

仙台駅

箱館戦争官軍 
上陸地の跡 

木古内古戦場跡 
（海側） 

五稜郭城跡 

箱館奉行所 

土方・啄木浪漫館 

大湊駅 

八戸駅

新青森駅 

弁天台場跡 

函館どつく電停

野辺地駅 

函館駅電停 
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３-３-２ トレイルによる周遊ルート 

（１）ルート設定の考え方 
今回、調査したルート上で観光資源として発掘した、青森ひばをテーマとした、森林鉄道跡や

青森ひばを活用した観光資源を周遊しつつ、ルート上周辺にある有名な観光資源を周遊できる津

軽、下北、松前半島の３半島を巡る広域周遊ルートを検討した。 

検討した周遊ルートの工程、周遊イメージを次ページ以降に示す。 
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（２）津軽・下北･松前３大半島を巡る日本三大美林青森ひば林トレッキングの旅 
１）周遊工程 

 
旅行日数 ２泊３日 

 
行程例  

1

日

目 

  9:30 出発 ○東京駅 東北・北海道新幹線に乗車、奥津軽いまべつ駅で JR 津軽線に乗換 約 4 時間 

 13:30 到着 ○三厩駅 

 13:35 出発 ○三厩駅  自動車 5 分 

 13:40 到着 

 14:40 出発 

《観光スポット》★みちのく松陰道 

《アクセス》 ※自動車 1 時間 30 分 

 16:10 到着 

 17:10 出発 

《観光スポット》★斜陽館 

《アクセス》 ※自動車 30 分 

 17:40 到着 ○五所川原市内に宿泊 

2

日

目 

  7:40 出発 ○五所川原市内   自動車 1 時間 20 分 

  9:00 到着 ○蟹田港乗り場  

  9:30 出発 ○蟹田港乗り場  むつ湾フェリーに乗船 約 1 時間 

10:30 到着 ○脇野沢港乗り場  

10:35 出発 ○脇野沢港乗り場  自動車 1 時間 30 分 

12:05 到着 

13:05 出発 

《観光スポット》★恐山 

《アクセス》 ※自動車 40 分 

13:45 到着 

16:45 出発 

《観光スポット》★奥薬研温泉 大森森林鉄道跡、温泉の健康プログラム 

《アクセス》 ※自動車 10 分 

16:55 到着 ○むつ市内に宿泊 

3

日

目 

 5:40 出発 ○むつ市内 自動車 1 時間 10 分 

 6:50 到着 ○大間フェリーターミナル 

 7:00 出発 ○大間フェリーターミナル  津軽海峡フェリーに乗船 約 1 時間 30 分 

 8:30 到着 ○函館フェリーターミナル 

 8:40 出発 ○函館フェリーターミナル  バスに乗車、最寄バス停「中歌町」にて下車、徒歩 約 1

時間 45 分 

10:25 到着 

12:25 出発 

《観光スポット》★歴まち商店街散策、町民の森 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「木古内駅」にて下車 約 2 時間 45 分 

15:10 到着 ○木古内駅 

15:15 出発 ○木古内駅  東北・北海道新幹線に乗換  約 4 時間 

19:15 到着 ○東京駅 
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２）周遊イメージ 

 

  

奥津軽いまべつ駅 

新函館北斗駅 

みちのく松陰道 

脇野沢乗り場 

蟹田湾乗り場 

大間フェリーターミナル 

函館フェリーターミナル 

町民の森 

歴まち商店街 

木古内駅 

恐山 

健康プログラム 

三厩駅 

斜陽館 

東京駅 

大森森林鉄道跡 
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（３）津軽・下北・渡島３大半島の日本三大美林青森ひば林と森林鉄道軌道跡トレイル 

（個人客向けのプログラム例） 
１）周遊工程 

 
旅行日数 ３泊４日 

 
行程例  

1

日

目 

  9:30 出発 ○東京駅 東北・北海道新幹線に乗車、奥津軽いまべつ駅で JR 津軽線に乗換 約 4 時間 

 13:30 到着 ○三厩駅 

 13:35 出発 ○三厩駅  自動車 5 分 

 13:40 到着 

 18:40 出発 

《観光スポット》★みちのく松陰道 

《アクセス》 ※自動車 10 分 

 18:50 到着 ○道の駅 こどまりに宿泊 

2

日

目 

 7:40 出発 ○道の駅 こどまり 自動車 1 時間 20 分 

  9:00 到着 ○蟹田港乗り場  

  9:30 出発 ○蟹田港乗り場  むつ湾フェリーに乗船 約 1 時間 

10:30 到着 ○脇野沢港乗り場  

10:35 出発 ○脇野沢港乗り場  シィラインフェリーに乗車 1 時間 25 分 

12:00 到着 ○佐井営業所  

12:05 出発 ○佐井営業所 自動車 約 2 時間 

14:05 到着 

16:05 出発 

《観光スポット》★あすなろライン・薬研温泉トレッキング 

《アクセス》 ※徒歩 10 分 

16:15 到着 ○むつ市内に宿泊 

3

日

目 

 5:50 出発 ○むつ市内 自動車 1 時間 

 6:50 到着 ○大間フェリーターミナル 

 7:00 出発 ○大間フェリーターミナル  津軽海峡フェリーに乗船 約 1 時間 30 分 

 8:30 到着 ○函館フェリーターミナル 

 8:40 出発 ○函館フェリーターミナル  自動車 約 1 時間 20 分 

10:00 到着 

12:00 出発 

《観光スポット》★歴まち商店街散策、町民の森 

《アクセス》 ※自動車 約 5 分 

12:05 到着 ○江差町内に宿泊 
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行程例  

4

日

目 

8:00 出発 ○江差町 自動車 約 1 時間 20 分 

9:20 到着 ○函館駅 

9:25 出発 ○函館駅 函館駅前電停まで徒歩、市電に乗車 末広町電停で下車、徒歩 約 15 分 

9:40 到着 

10:40 出発 

《観光スポット》★旧函館区公会堂 

《アクセス》 ※徒歩 約 10 分 

10:50 到着 

12:50 出発 

《観光スポット》★函館ハリストス正教会、函館聖ヨハネ教会 

《アクセス》 ※末広町電停まで徒歩、市電に乗車 函館駅前電停で下車、徒歩 約 20 分 

13:10 到着 ○函館駅 

13:15 出発 ○函館駅 JR 函館本線に乗車、新函館北斗駅にて東北・北海道新幹線に乗換  約 4 時間 40

分 

17:55 到着 ○東京駅 
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２）周遊イメージ 

 

  

函館駅
新函館北斗駅 

函館フェリーターミナル 

町民の森 

歴まち商店街 

みちのく松陰道 

三厩駅 
脇野沢乗り場 

蟹田湾乗り場 

道の駅 こどまり 

大間フェリーターミナル

東京駅 

佐井営業所 

あすなろライン・薬研温泉トレッキング

末広町電停 
旧函館区公会堂

函館ハリストス正教会

函館ヨハネ教会 

函館駅前電停 

奥津軽いまべつ駅 
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３-３ トレイルテーマの発展可能性について 

（１）外国人誘客の可能性 
現在、青森県・北海道道南エリアでは、海外（特に台湾）からの誘客を目指し、連携した広域

的な取り組みが展開されようとしている。 

平成 25 年度の北海道の外国人宿泊者数は、306.9 万人（うち函館市 28.8 万人）と増加してい

るものの、東北は上位 3県をみると、宮城県が 10.6 万人、岩手県 6.5 万人、青森県 6.2 万人と苦

戦が続いている。そういった意味では、今回の北海道新幹線開業に伴い、北海道のブランド力、

特に函館の集客力を活用して、道南から青森、そして東北に周遊できる観光プログラムを構築し

ていくことが急務である。 

特に青森県では、台湾の宿泊者が 1.7 万人と最も多く、函館市においては、28.8 万人のうち、

21.5 万人が台湾からの来訪となっている。函館空港、仙台空港は台湾直行便が飛んでいるため、

函館から北海道新幹線を利用し、東北を周遊し、仙台から台湾へ戻るといった行程が考えられる。

そのため、魅力あるコンテンツとして「トレイル・フットパス」「サイクリング」「食」といった

リピーターを育成するコンテンツ開発が求められる。 

津軽森林鉄道を開発した技術は、台湾の森林鉄道開発に大きく影響を与え、近代化を進めたと

いうこともあり、このような繋がりを活かしたトレイルルートは、台湾人観光客にも魅力あるコ

ンテンツとなると考えられる。 

また、韓国においては、済州島オルレがきっかけとなり、ウォーキングが人気を博している。

オルレとは、済州の言葉で「通りから家の門に通じる狭い路地」という意味を持つ。九州におい

ては、韓国観光客を誘引するために九州オルレを重要コンテンツとして位置づけ、プロモーショ

ンを図っている。 

函館空港、青森空港ともにソウル直行便があることを踏まえ、トレイルルートのコンテンツ開

発は手始めに情報発信、受入環境整備などが必要となる。 

現在、四国巡礼や熊野古道といったトレイルコンテンツは、欧米、オセアニア観光客にも人気

を博し、インバウンドの活性化に向けた重要なコンテンツになってきている。これらの地域では、

多言語化された情報発信はもちろん、観光案内版、ガイドなどの受入環境が整備されている。 

青森ひば林と森林鉄道軌道跡を活用したトレイルをこのエリアで展開していく上では、外国人観

光客が満足する受入環境を整備しなければならない。 
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（２）教育旅行の受入の可能性 
青森県と道南エリアは、元来、小学生の修学旅行による往来が盛んであった。東日本大震災以

降に減少したが、回復基調になってきている。 

江差町では、小学生低学年を対象に「木育」と称して青森ひば（ヒノキアスナロ）を題材にし、

ひばの生育や森の保全をテーマに、植林活動を展開している。展開されている教育プログラムを、

共有財産として育てていくことも共通テーマとして考えられる。 

現在、津軽・下北・松前半島で「青森ひばフォーラム」が開催されるなど、ネットワークは構

築されつつあるため、それぞれの地域住民が、北海道新幹線及びフェリーを活用して、交流が進

んでいく仕組み作りをすることで、プログラムの持つ意味合いが高まることが期待される。大人

たちが青森ひばに向き合い、魅力を再認識することで、子どもたちが青森ひばという地域ＤＮＡ

の持つ物語に触れる機会を有し、更に人が集まっていくことで、「住んでよし」の観光地域づくり

も推進されていくと考える。 

トレイル自体は個人客向けの「歩く」ことを目的としたコンテンツの意味合いが強いが、「青森

ひば林の魅力と保全活動」「近代化を進めた森林鉄道の成り立ちと地域との関わり」「青森ひば産

業と青森ひば材の可能性」など、様々なテーマで、それぞれのルートにストーリー性を付加する

ことで中学生・高校生の学びのテーマに応じたプログラムも提供できる。 

首都圏や関西圏などの教育旅行として、北海道新幹線開業を契機として、青森県の十和田・奥入

瀬、白神山地、三内丸山遺跡、ねぶた祭りなどや函館市の明治維新の史跡めぐり（五稜郭・洋館

など）、函館夜景、大沼公園などの核となるコンテンツと融合して周遊型のコンテンツが出来上が

れば、地元とふれあい学びの場を提供できる体験型教育旅行の新たなコンテンツとして活用され

ると考えられる。 
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（３）トレイルをテーマとした広域周遊ルートの課題 

青森ひばと森林鉄道軌道跡を活用したトレイルルートは地域の自然・歴史･文化とも繋がり、魅

力あるコンテンツとして存在していくと考える。しかし、そのルートが国有林を歩くことを考え

るとその散策道の整備スキーム、また、森林鉄道の遺構の保存、北海道においては、獣害対策な

どの問題がある。 

近代化遺産として保全していく仕組みづくりが求められ、また、ルート案内板やトイレの整備

などもこのトレッキングルートを充実させるためには、求められる。 

これらを行政、民間、企業などが連携し、保全・活用していかなければならない。 
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４．既存共通乗車券の道南・東北相互活用の可能性検討 
 

４-１ 既存共通乗車券の整理 

４-１-１ 既存乗車券の概要 

（１）各交通手段の連携状況 
 北海道と東北間を移動する交通手段としては、「新幹線・鉄道」「航空機」「フェリー」となって

おり、幹線的な位置付けになると考えられる。 
これらの幹線的な交通手段までの支線の役割を果たす交通手段として、「レンタカー」、「高速バ

ス」が考えられる。 
 現在、これらの交通手段がセットとなった企画キップや旅行商品等による連携状況は、下記の

とおりと考えられる。 
 幹線交通手段間の連携では、例えば ANA セールス株式会社が往路を秋田・大舘能代・青森空港

着で復路を函館空港発の航空券でレンタカーと青函のフェリー、宿泊をセットにした商品を販売

しており、多様な乗り物・経路を楽しめる商品となっている。 

 一方、鉄道や航空機、フェリー等がセットになった商品、企画キップは販売されていないもの

と考えられる。 

 また、支線交通手段との連携では、レンタカーと新幹線・鉄道や航空機とセットになったお得

な商品の販売が確認できた。フェリーについても高速バスと連携したお得な商品を確認すること

ができた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 北海道と東北の移動手段における連携状況 

  

幹
線
交
通
手
段 

支
線
交
通
手
段 

航空機 

新幹線 

・ 

鉄道 

フェリー 

高速バス レンタカー

※１

連携あり 

連携なし 

※２※３ 

※４



‐36‐ 
 

【連携例１：航空機とフェリー、レンタカーの連携】 

 
出典：https://www.ana.co.jp/domtour/area/tohoku/web_judan/ 
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【連携例２：フェリーと高速バスの連携】 

 
出典：http://www.tsugarukaikyo.co.jp/plan/morioka-hakodate_ticket/ 
 
【連携例３：新幹線・電車とレンタカーの連携】 

 
出典：http://www.jreast.co.jp/torenta/outline/index.html 
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【連携例４：航空機とレンタカーの連携】 

 
出典：https://www.ana.co.jp/domtour/hotel/car_top/ 
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（２）各交通手段におけるエリアフリー乗車券の概要 
 現在、北海道と東北の鉄道間相互の駅でフリーに乗降できる乗車券は、下記２種類となってい

る。 

なお、JR 東日本が発売している「札幌フリー乗車券」は、東北（仙台以北）発で東北内の駅で

乗降はできないが、JR北海道のニセコ駅から札幌駅までの駅がフリーで乗降できる乗車券であり、

このように、行き先でのフリー乗降ができる乗車券等は、JR 東日本、JR 北海道ともに発売されて

いる。 

 また、JR 北海道が発売している「北東北フリーきっぷ」はオプションとして、別途追加料金を

支払うことで、路線限定だがバスをフリーに乗降できる企画キップを発売している。 

  

表 フリータイプ乗車券のサービス概要 

乗車券 北海道＆東日本パス 三連休乗車券 

発行元 JR 東日本、JR 北海道 JR 東日本 
利用 

可能 

エリア 

ＪＲ北海道線、ＪＲ東日本線、 

青い森鉄道線、ＩＧＲいわて銀河鉄道線、

北越急行線、富士急行線 

JR 東日本線、 

JR 北海道線の「中小国～函館」間、 

青い森鉄道線、ＩＧＲいわて銀河鉄道線、

三陸鉄道線、北越急行線、富士急行線、

伊豆急行線、 

えちごトキめき鉄道「直江津～新井」間

乗車可能 

タイプ 

普通列車（快速含む）、普通車自由席、 

ＢＲＴ 

※急行列車は、料金券を別に購入すれば

利用できる 

普通列車（快速含む）、普通車自由席、 

ＢＲＴ 

※新幹線等は、特急券等を別に購入すれ

ば利用できる 

有効期間 ７日間 ３日間 
料金 ≪大人≫10,290 円 

≪子供≫5,140 円 
≪大人≫13,390 円 

≪子供≫4,110 円 
利用期間 ≪春≫ 

平成 27 年 3 月 14 日～ 

平成 27 年 4 月 23 日 

≪夏≫ 

平成 27 年 7 月 1 日～ 

平成 27 年 9 月 30 日 

≪冬≫ 

平成 27 年 12 月 10 日～ 

平成 28 年 1 月 10 日 

①平成 27 年 7 月 18 日～20 日 
②平成 27 年 9 月 19 日～21 日 

③平成 27 年 9 月 20 日～22 日 

④平成 27 年 9 月 21 日～23 日 

⑤平成 27 年 10 月 10 日～12 日 

⑥平成 27 年 11 月 21 日～23 日 

⑦平成 28 年 1 月 9 日～11 日 
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【参考：北海道＆東日本パスの利用エリア】 
 

 
※チラシは消費税が５％時のものであるため、前ページの値段と異なる 

 
４-２ 広域周遊を促進するための交通機関同士の連携課題 

 現在、北海道と東北の鉄道については、フリー乗車券が発売されるなど、広域周遊促進を支え

る事業が鉄道事業者で行われている。 
ただし、北海道と東北間は距離が長いため、交通手段によっては、非常に長い移動時間を伴う

必要がある。北海道と東北間は多様な乗り物・経路があるため、往路・復路で手段、経路を変え

るなど「移動」を旅の楽しみにすることも可能であると考えられる。そのため、北海道新幹線開

業後については、多様な交通手段の連携が課題であり、事業者間の取組が期待される。 
 また、幹線交通手段と支線交通手段の連携については、フェリーと高速バス、航空機、新幹線

とレンタカーなど既に多様な連携が図られているところであり、今後は、フェリーとレンタカー

等の連携が期待される。 
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５．北海道と東北の広域連携による観光需要創出の可能性検討 
 

５-１ 北海道と東北の広域連携による観光需要創出の可能性検討 

５-１-１ 台湾人観光客の旅行特性を把握するための調査の企画 

（１）調査目的 
国土交通省東北運輸局管内の空海港から出国した外国人数は約５万人となっており、北海道運

輸局管内の空海港から出国した外国人数は、約６３万人と北海道内の１割未満の水準となってい

る。特に、北海道は、台湾人の取り込みに成功しており、出国外国人の約半数が台湾人となって

いる。 
現在は、観光庁を筆頭に官民が連携したインバウンド政策に取組んでおり、プロモーションな

らびに外国人観光客の満足度を向上させる方策を実施していることから、トライアル及びリピー

ターの外国人観光客の増加が今後も期待されている。しかし、台湾人の訪日目的の具体的な内容

や観光ニーズ、現在の周遊状況等が明らかではないため、周遊ルートのテーマ設定及び周遊促進

策の検討が実施できない状況となっている。 
そこで、台湾人の観光実態、観光目的を明らかにすることで、これらの検討に資するデータを

収集することを目的としてアンケート調査を実施する。 
なお、調査にあたっては、東北六県商工会議所連合会制作の「東北六県周遊ガイド（多言語版）」

を活用し、東北の観光資源のＰＲも実施した。 

 
（２）調査項目 
 下記の項目を把握するため、アンケート調査票を設計した。調査票は巻末に参考資料として掲

載する。 
 

○ 回答者の属性（性別、年齢 等） 
 ○ 今回の観光形態（旅券手配方法、宿泊日数、入国空港、同行者 等） 

 ○ 今回の観光での行先、利用交通手段 

 ○ 観光の具体的目的と満足度 

 ○ 東北の認知 

  ○ ジャパンレールパスの認知、新幹線での東北、函館の来訪意向 

  ○ 青函のフェリーの利用経験、利用意向、利用条件 
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（２）調査実施概要 
 １）調査実施場所 

訪日経験を終えた方を対象とするため、空港での出発搭乗待合所（保安区域）で実施する。調

査を実施する空港は、羽田空港、新千歳空港、函館空港とする。 

 

２）調査対象者 

台湾人を基本とし、調査時間に余裕がある場合は、中国本土、香港の来訪者にも調査を行う。 
 

３）調査方法 

中国語（繁体字）を話せる調査員が対象来訪者に調査趣旨・内容を説明し、調査協力の要請を

行い、調査協力の了承が得られた方に対して、調査員が調査票を配布し、来訪者自身に回答して

もらう。 
 

４）獲得目標数 

アンケート回収目標として、下記の獲得票数を目標とする。 
 

表 獲得目標数 

 羽田空港 新千歳空港 函館空港 

台湾人 １００票 ２００票 ２００票 
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（３）羽田空港および新千歳空港、函館空港における調査実施計画 
１）調査実施日時 
① 羽田空港 

【調査日】2015 年 2 月 15 日（日） 

【予備日】2015 年 2 月 22 日（日） 

【時 間】 8：00～17:00 

 

② 新千歳空港 
【調査日】2015 年 1 月 20 日（火）、1月 21 日（水）、1月 27 日（火）、1月 28 日（水） 

【予備日】2015 年 1 月 30 日（金） 

【時 間】11：30～15:30 
 

③ 函館空港 
【調査日】2015 年 1 月 18 日（日）、1月 19 日（月）、1月 25 日（日）、1月 26 日（月） 

【予備日】2015 年 2 月 8日（日）、2月 9日（月） 

【時 間】12：15～16:20 

 
２）調査実施日時 
下記の場所に調査員を配置し、搭乗待機している来訪者の方を対象に調査を行う。調査員は、

一目でわかるように腕章を着用する。 
① 羽田空港 
国際線出発ロビー内 

 

 

注）東京国際空港ターミナル（株）HP の図面をベースに弊社で加筆 

図 羽田空港の調査場所 

  

：調査範囲
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② 新千歳空港 
国際線出発ロビー内 

 

 

注）北海道空港株式会社 HP の図面をベースに弊社で加筆 

図 新千歳空港の調査場所 
 

③ 函館空港 
国際線出発ロビー内 

 

 

注）函館空港ビルデング株式会社 HP の図面をベースに弊社で加筆 

図 函館空港の調査場所 
 

 
  

：調査範囲

：調査範囲



‐45‐ 
 

参考：フライトスケジュール 
 各空港における台湾、中国本土、香港行きのフライトスケジュールは下記のとおり。 
 

① 羽田空港 

行先 国籍 航空会社 便名 出発時刻
運航日 

月 火 水 木 金 土 日

香港 香港 香港エクスプレス航空 UO0625 6:10 ● ● ● ● ● ● ●

台北 台湾 
チャイナエアライン CI0223 

7:20 ● ● ● ● ● ● ●
日本航空 JL5041 

北京 中国 
中国国際航空 CA0184 

8:30 ● ● ● ● ● ● ●
全日本空輸 NH5731 

台北 台湾 
日本航空 JL0097 

8:35 ● ● ● ▲ ● ● ●
チャイナエアライン CI9221 

香港 香港 
全日本空輸 NH0859 

8:55 ● ● ● ● ● ● ●
南アフリカ航空 SA7133 

北京 
中国 

日本航空 JL0021 9:10 ● ● ● ● ● ● ●

上海 日本航空 JL0081 9:15 ● ● ● ● ● ● ●

台北 台湾 
全日本空輸 NH1185 

9:20 ● ● ● ● ● ● ●
エバー航空 BR2175 

北京 中国 
全日本空輸 NH1255 

9:25 ● ● ● ● ● ● ●
中国国際航空 CA6708 

香港 香港 

日本航空 ＪＬ0029 

10:00 ● ● ● ● ● ● ●アメリカン航空 ＡＡ8406 

キャセイ・パシフィック航空 CX6321 

上海 中国 
全日本空輸 NH1259 

10:05 ● ● ● ● ● ● ●
中国国際航空 CA6706 

台北 台湾 
エバー航空 BR0189 

10:45 ● ● ● ● ● ● ●
全日本空輸 NH5823 

香港 香港 

キャセイ・パシフィック航空 CX0543 

10:45 ● ● ● ● ● ● ●カタール航空 QR5841 

日本航空 JL7031 

台北 台湾 
エバー航空 BR0191 

12:15 ● ● ● ● ● ● ●
全日本空輸 NH5825 

台北 台湾 
全日本空輸 NH1187 

12:40 ● ● ● ● ● ● ●
エバー航空 BR2177 

上海 中国 
上海航空 FM0816 

13:30 ● ● ● ● ● ● ●
中国東方航空 MU9816 

台北 台湾 
チャイナエアライン CI0221 

14:15 ● ● ● ● ● ● ●
日本航空 JL5043 

北京 中国 
中国国際航空 CA0182 

14:20 ● ● ● ● ● ● ●
全日本空輸 NH5729 

上海 中国 
中国東方航空 MU0538 

14:30 ● ● ● ● ● ● ●
上海航空 FM0538 

香港 香港 

キャセイ・パシフィック航空 CX0549 

16:25 ● ● ● ● ● ● ●カタール航空 QR5843 

日本航空 JL7039 

台北 台湾 
日本航空 JL0099 

17:55 ● ● ● ● ● ● ●
チャイナエアライン CI9223 

香港 香港 香港エクスプレス航空 UO0623 1:10 ● ● ● ● ● ● ●

調査時間（8:30～17：30）の間の台湾便は６便 
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 ② 新千歳空港 

行先 国籍 航空会社 便名 出発時刻
運航日 

月 火 水 木 金 土 日

台北 台湾 トランスアジア航空 GE671 13:00  ●       ●  

上海 
中国 

中国東方航空 MU280 
13:30   ● ●   ● ● ●

日本航空 JL5633 

中国 春秋航空 9C8972 13:50   ● ●     ● ●

北京 中国 
中国国際航空 CA170 

13:50     ●     ● ●
全日本空輸 NH5757 

台北 

台湾 
エバー航空 BR165 

13:55  ●     ●  ●
全日本空輸 NH5837 

台湾 チャイナエアライン CI131 14:20 ● ● ● ● ● ● ●

台湾 
エバー航空 BR115 

15:20 ● ● ● ● ● ● ●
全日本空輸 NH5815 

香港 香港 
キャセイ・パシフィック航空 CX581 

16:00     ● ●   ● ●
日本航空 JL7061 

調査時間（11:30～15：30）の間の台湾便は最大４便、最小２便 
 

 ③ 函館空港 

行先 国籍 航空会社 便名 出発時刻
運航日 

月 火 水 木 金 土 日

台北 台湾 

トランスアジア航空 GE673 13:45 ●   ●      ●

エバー航空 BR137 
16:50 ●  ●   ●  ●

全日本空輸 NH5813 

調査時間（12：15～16:20）の台湾便は２便 
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５-１-２ 調査の実施 

（１）調査結果の概要 
１月 18 日から 2 月 15 日の間に函館空港、新千歳空港、羽田空港で主に台湾人を対象としたア

ンケート調査を実施した。 調査計画時、台湾人を 500 サンプル以上の獲得目標で実施した結果、

561 サンプル回収できたため、目標を達成した。調査結果の概要を下表に示す。 

 
表 市場別空港別のアンケート回収数 

調査日 台湾 中国 香港 その他 空港計 

新千歳空港 
1/20（火）、21（水）、 

27（火）、28（水） 

204 

（83%） 

32 

（13%） 

10 

（4%） 

1 

（0%） 
247 

函館空港 
1/18（日）、19（月）、 

25（日）、26（月） 

239 

（100%）

0 

（0%） 

0 

（0%） 

0 

（0%） 
239 

羽田空港 
2/15（日） 

 

118 

（97%） 

4 

（3%） 

0 

（0%） 

0 

（0%） 
122 

市場計 
561 

（92%） 

36 

（6%） 

10 

（2%） 

1 

（0%） 
608 

※小数点は切り捨てしている 

※函館空港の定期便は台北行きのみとなっている 

※括弧内の構成比は、各空港における市場の構成比を示す 
（２）調査時の状況 

 

写真 調査時の調査風景（左：函館空港、右：羽田空港） 

 

写真 東北観光パンフレットの閲覧風景（左：函館空港、右：羽田空港） 
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５-１-３ 台湾人観光客の旅行特性 

（１）性別・年齢 
≪台湾市場≫ 

○性別 

・性別構成比は全ての空港で「女性」が高く、新千歳空港は約 59％だが、他の空港は６

割を超えている。 

○年齢 

・回答者の年代は、多様な年代が回答しており各空港で「30 歳台」の構成比が最も高く、

新千歳空港では約 39％、函館空港では約 33％、羽田空港では約 35％である。 

  
  図 台湾市場の性別構成比          図 台湾市場の年齢構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
 

 
  

41%

38%

34%

39%

59%

62%

66%

61%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

男性 女性

3%

3%

5%

4%

25%

19%

16%

21%

39%

33%

29%

35%

24%

25%

31%

25%

7%

14%

10%

11%

1%

5%

8%

4%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

10歳台 20歳台 30歳台 40歳台 50歳台 60歳台 無回答
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（２）旅行特性 

≪台湾市場≫ 

○旅券手配方法 

・空港によって傾向が異なり、新千歳空港では「団体ツアー」が最も高く約 79％だが、

「往復航空券と宿泊券を個別手配」も約 13％ある。函館空港は「団体ツアー」が最も

高く約 91％と他空港よりも 10％以上高い。羽田空港は、「往復航空券と宿泊券を個別

手配」が約 54％と最も高い。 

○滞在日数 

・新千歳空港、函館空港ともに「４泊５日」が最も高く、新千歳空港では約 85％、函館

空港では約 95％である。羽田空港も「４泊５日」が最も高く約 40％だが、「６泊７日

以上」の滞在も約 31％ある。 

○入国空港 

・新千歳空港は入国も「新千歳空港」が最も高く約 87％である。羽田空港も入国が「羽

田空港」の構成比が最も高く約 92％である。函館空港では道内の空港で分散しており、

「函館空港」、「旭川空港」ともに約 37％、「新千歳空港」が約 25％である。 
 

図 台湾市場の旅券手配方法構成比 

図 台湾市場の滞在日数構成比 

図 台湾市場の入国空港構成比 

 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
  

79%

91%

31%

74%

7%

1%

13%

6%

13%

8%

54%

19%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

旅行会社等が企画した団体ツアー

往復航空券と宿泊等がセットの個人旅行向けパッケージ商品

往復航空券や宿泊等を個別に手配

無回答

2%

8%

2%

85%

95%

40%

80%

5%

2%

14%

6%

7%

2%

31%

10%

7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

1泊2日 2泊3日 3泊4日 4泊5日 5泊6日 6泊7日以上 無回答

92%

19%

87%

25%

43%

2%

37%

17%

9%

37%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

成田 羽田 関西 新千歳 函館 旭川 広島 福岡 那覇
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≪旅券手配方法別≫ 

○新千歳空港 

・滞在日数は、団体ツアーの場合、「４泊５日」が最も高く約 96％、個人旅行の場合、

パッケージ商品では約 40％、個別手配では約 42％である。個人旅行のパッケージ商品

の場合に滞在日数が長い。 

・入国空港は、団体ツアーの場合、道内空港の構成が高いが、個人旅行の場合「成田空

港」の比率が高くなる。また、団体ツアーの場合、「旭川空港」の入国が個人旅行より

も高いが、個人旅行は「函館空港」が団体ツアーよりも高い。 

○函館空港 

・滞在日数は、団体ツアーの場合、「４泊５日」のみとなっている。個人旅行の場合、パ

ッケージ商品では約 67％、個別手配では約 39％である。個人旅行のパッケージ商品の

場合に滞在日数が長い。 

・入国空港は、団体ツアーの場合、道内空港で分散するが、個人旅行の場合「新千歳空

港」の比率が高い。 
 

図 新千歳空港の滞在日数構成比 図 新千歳空港の入国空港構成比 

図 函館空港の滞在日数構成比 図 函館空港の入国空港構成比 
※サンプル数は、新千歳空港の「団体ツアー」が 162、「個人旅行向けパッケージ商品」が 15、 

「復航空券や宿泊等を個別手配」が 26 

※サンプル数は、函館空港の「団体ツアー」が 218、「個人旅行向けパッケージ商品」が 3、 

「復航空券や宿泊等を個別手配」が 18 
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（３）同行者 
≪台湾市場≫ 

・全ての空港で「家族・親族」が最も高く、新千歳空港では約 52％、函館空港では約 46％、

羽田空港では約 57％である。 

・２番目に同行者構成比が高いのは、新千歳空港、函館空港では、「夫婦・パートナー」

で新千歳空港では約 32％、函館空港では約 34％である。羽田空港では「自分一人」が

２番目に高く、約 16％である。 
 

図 新千歳空港における 

台湾市場の同行者構成比 

図 函館空港における 
台湾市場の同行者構成比 

 
図 羽田空港における台湾市場の同行者構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
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（４）今回の旅行における東北の旅行先 
≪台湾市場≫ 

・今回の調査では、新千歳空港は東北来訪者がいなかった。 

・函館空港では、約 2％の観光客が「青森」に来訪している。 
 

図 新千歳空港における 

台湾市場の東北旅行先構成比 

図 函館空港における 
台湾市場の東北旅行先構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239 
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・羽田空港では、「青森」が最も高く約 11％、次いで「秋田県」が約 7％、「岩手県」、「福

島県」が約 6％である。 
 

 
図 羽田空港における台湾市場の過去（注あるいは今回の東北旅行先構成比 

※サンプル数は、羽田空港が 118 

注）羽田空港では、北海道や東北への来訪経験者のサンプルを獲得するため、 

今回の旅行に加えて過去の旅行について質問している。 
 
（５）東北への観光経験 

≪台湾市場≫ 

・全ての空港で「行ったことがない」が高く、新千歳空港は約 90％、函館空港では約 88％、

羽田空港では約 82％である。 
  

 

図 台湾市場の東北観光経験有無構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
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（６）東北の認知 
≪台湾市場≫ 

・認知においては、新千歳空港、函館空港では、「東北の名称のみ知っている」が最も高

く、羽田空港では「位置、行き方を知っている」が約 40％と最も高い。 

・「名称など、初めて聞いた」と回答したのは、新千歳空港では、約 17％、函館空港で

は約 38％、羽田空港では約 5％である。 
 

図 新千歳空港における 

台湾市場の東北認知構成比 

図 函館空港における 
台湾市場の東北認知構成比 

 

図 羽田空港における台湾市場の東北認知構成比 
※サンプル数は、過去に東北に行ったことがないと回答した回答者で新千歳空港が 183、函館空港が 211、羽田空港が 97 
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（７）過去の旅行における東北の旅行先 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港では、「青森」が最も高く約 67％、次いで「秋田県」、「岩手県」が約 38％

となっている。 

・函館空港では、「青森」が最も高く 64％、次いで「秋田県」が約 39％、「宮城県」が約

36％となっている。 
 

図 新千歳空港における 

台湾市場の過去の東北内旅行先構成比 

図 函館空港における 
台湾市場の過去の東北内旅行先構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239 
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（８）北海道の旅行先 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港では、「札幌」が最も高く約 98％、次いで「小樽」が約 88％と道央地域内

が高い。しかし、３番目に構成が高い旅行先は、道南の「函館」で約 63％である。ま

た、オホーツク圏の「網走」が約 21％、釧路圏の「釧路」が約 13％、「阿寒湖」が約

23％と広域に旅行している。 

・函館空港では、「函館」が最も高く 100％、次いで「札幌」が約 97％、「小樽」が約 93％

と道央地域が高い。入国空港が分散しているため、道北の「旭川」も約 46％と半数程

度が旅行している。 
 

図 新千歳空港における 

台湾市場の道内旅行先構成比 

図 函館空港における 
台湾市場の道内旅行先構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239 
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・羽田空港では、「札幌」が最も高く約 41％、次いで「小樽」が約 29％、「函館」が約

22％である。 
 

 

図 羽田空港における台湾市場の過去（注あるいは今回の道内旅行先構成比 
※サンプル数は、羽田空港が 118 

注）羽田空港では、北海道や東北への来訪経験者のサンプルを獲得するため、 

今回の旅行に加えて過去の旅行について質問している。 
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≪旅券手配方法別≫ 

○新千歳空港 

・団体ツアー、個人旅行パッケージ商品は「札幌」が 100％である。個人旅行個別手配

は「網走」、「釧路」、「ニセコ」、「洞爺湖」、「阿寒湖」で団体ツアー、個人旅行パッケ

ージ商品よりも高い。 

○函館空港 

・団体ツアーで「帯広」への旅行が約 33％ある。個人旅行個別手配は「その他」が団体

ツアー、個人旅行パッケージ商品よりも高い。 
 

図 新千歳空港における 

台湾市場の旅券手配方法別道内旅行先構成比 
図 函館空港における 

台湾市場の旅券手配方法別道内旅行先構成比 
※サンプル数は、新千歳空港の「団体ツアー」が 162、「個人旅行向けパッケージ商品」が 15、 

「復航空券や宿泊等を個別手配」が 26 

※サンプル数は、函館空港の「団体ツアー」が 218、「個人旅行向けパッケージ商品」が 3、 

「復航空券や宿泊等を個別手配」が 18 
  

100%

68%

25%

26%

1%

15%

2%

5%

93%

68%

1%

0%

53%

9%

28%

1%

100%

33%

27%

0%

0%

0%

0%

7%

80%

20%

13%

0%

7%

0%

0%

7%

85%

50%

23%

4%

0%

4%

0%

0%

65%

23%

19%

0%

8%

0%

4%

8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

札幌

函館

旭川

網走

根室

釧路

帯広

富良野

小樽

登別

ニセコ

知床

洞爺湖

摩周湖

阿寒湖

その他

団体ツアー 個人旅行向け

パッケージ商品

往復航空券や宿泊等を

個別手配

98%

100%

48%

7%

1%

1%

0%

9%

94%

72%

0%

0%

64%

5%

6%

0%

100%

100%

0%

0%

0%

0%

33%

0%

100%

33%

0%

0%

33%

0%

0%

0%

89%

100%

33%

0%

0%

0%

6%

0%

78%

22%

0%

0%

28%

0%

0%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

札幌

函館

旭川

網走

根室

釧路

帯広

富良野

小樽

登別

ニセコ

知床

洞爺湖

摩周湖

阿寒湖

その他

団体ツアー 個人旅行向け

パッケージ商品

往復航空券や宿泊等を

個別手配



‐59‐ 
 

（９）北海道の周辺地域以外を旅行しなかった理由 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港、函館空港ともに「移動に時間がかかり、今回の行程では行くことが困難

だったから」が最も高く、新千歳空港は約 64％、函館は約 67％である。 
 

図 新千歳空港における 

台湾市場の周辺のみしか旅行しなかった理由 
図 函館空港における 

台湾市場の周辺のみしか旅行しなかった理由 
※サンプル数は、新千歳空港で道央地域以外を旅行しなかった回答者 22、 

函館空港で道南地域以外を旅行しなかった回答者 3 
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（10）過去に行った際の東北への旅行目的と満足できた目的 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港では、旅行目的として「自然・景勝地に行く」が最も高く約 76％、次いで

「温泉入浴」が約 71％、「グルメ」が約 67％と高い。 

・函館空港では、旅行目的として「グルメ」が最も高く約 79％、次いで「自然・景勝地

に行く」が約 68％、「温泉入浴」が約 50％と高い。 

 

図 新千歳空港における台湾市場の 

過去の東北旅行目的と満足できた目的構成比 
図 函館空港における台湾市場の 

過去の東北旅行目的と満足できた目的構成比 
※サンプル数は、過去に東北に行ったことがあると回答した回答者で新千歳空港が 21、函館空港が 28 
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・羽田空港では、旅行目的として「自然・景勝地に行く」が最も高く約 81％、次いで「グ

ルメ」が約 76％、「温泉入浴」が約 71％と高い。 

・新千歳空港、函館空港と比較して、「ショッピング」が約 62％、「新幹線・地域限定列

車の乗車」が約 52％とそれぞれ高い。 
 

 

図 羽田空港における台湾市場の過去あるいは今回の道内旅行先構成比 

※サンプル数は、過去に東北に行ったことがあると回答した回答者で羽田空港が 21 
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（11）北海道への旅行目的と満足できた目的 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港では、旅行目的として「グルメ」が最も高く約 85％、次いで「温泉入浴」

が約 79％、「雪遊び」が約 76％と高い。また、「自然・景勝地に行く」も 73％と高く

なっている。これらの目的に対し、満足度も高い。 

・函館空港では、旅行目的として「温泉入浴」が最も高く約 89％、次いで「グルメ」が

約 83％、「雪遊び」が約 77％と高い。新千歳空港同様に、これらの目的に対し、満足

度も高い。 
 

図 新千歳空港における 

旅行目的と満足できた目的構成比 
図 函館空港における 

旅行目的と満足できた目的構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239 
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・羽田空港では、旅行目的として「グルメ」が最も高く約 82％、次いで「自然・景勝地

に行く」が約 75％、「温泉入浴」が約 73％と高い。 
 

 

図 羽田空港における台湾市場の過去あるいは今回の道内旅行先構成比 

※サンプル数は、過去に北海道に行ったことがあると回答した回答者で羽田空港が 51 
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（12）過去の旅行における東北旅行の時期 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港では、「春（４～６月）」、「冬（１～３月）」が最も高く約 38％である。 

・函館空港では、「春（４～６月）」が最も高く約 36％で、次いで「秋（10～12 月）」が

約 32％である。 

・羽田空港では、「冬（１～３月）」が最も高く約 76％で、次いで「夏（７～９月）」が

約 52％である。 
 

図 新千歳空港における 

台湾市場の過去の東北旅行時期構成比 

図 函館空港における 
台湾市場の過去の東北旅行時期構成比 

 
図 羽田空港における台湾市場の過去の東北旅行時期構成比 

※サンプル数は、過去に東北に行ったことがあると回答した回答者で新千歳空港が 21、函館空港が 28、羽田空港が 21 
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（13）過去の旅行における東北旅行の移動手段 
≪台湾市場≫ 

・羽田空港では、「電車」が最も高く約 90％で、次いで「新幹線」が約 81％、「路線バス」

が約 52％と公共交通機関が高い。 

・「レンタカー」での移動も 5％ある。 
 

 
図 羽田空港における台湾市場の過去の東北旅行移動手段構成比 

※サンプル数は、過去に東北に行ったことがあると回答した回答者で羽田空港が 21 

※新千歳空港、函館空港は無回答となっている 
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（14）道内の利用交通手段 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港、函館空港ともに「団体バス」が最も高く、新千歳空港は約 81％、函館は

約 90％である。新千歳空港は、「電車」が次いで高く約 23％である。函館空港も「電

車」が次いで高く約 11％である。 

・羽田空港も「団体バス」が最も高く約 31％である。 

 

 図 新千歳空港における 

台湾市場の道内利用交通手段構成比 
図 函館空港における 

台湾市場の道内利用交通手段構成比 

 
図 羽田空港における台湾市場の今回あるいは過去の道内利用交通手段構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
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≪旅券手配方法別≫ 

○新千歳空港 

・個人旅行は公共交通の利用が高いが、「レンタカー」利用は、個人旅行個別手配のみで

ある。 

○函館空港 

・新千歳空港同様に、個人旅行は公共交通の利用が高いが、「レンタカー」利用は、個人

旅行個別手配のみである。 
 

図 新千歳空港における台湾市場の 

旅券手配方法別道内利用交通手段構成比 
図 函館空港における台湾市場の 

旅券手配方法別道内利用交通手段構成比 
※サンプル数は、新千歳空港の「団体ツアー」が 162、「個人旅行向けパッケージ商品」が 15、 

「復航空券や宿泊等を個別手配」が 26 

※サンプル数は、函館空港の「団体ツアー」が 218、「個人旅行向けパッケージ商品」が 3、 

「復航空券や宿泊等を個別手配」が 18 
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（15）日本での運転可否の認知 
≪台湾市場≫ 

・各空港で概ね半数程度が日本で自国の運転免許が使用できることを認知していない。

・一方、新千歳空港は約 6％、函館空港では約 5％、羽田空港では約 10％がレンタカー

の利用経験があり、レンタカーを使用したことがないが運転できることを認知してい

るのは利用者と合わせ新千歳空港は約 45％、函館空港では約 51％、羽田空港では約

46％である。 

 

  図 台湾市場の日本での運転可否の認知構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 

※台湾の運転免許を持っていて裏面に特定機関が翻訳した記載事項の日本語訳があり、 

かつ、旅券を所持・携帯している場合、日本で車を運転できる 
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（16）函館-青森・大間間のフェリーの認知 
≪台湾市場≫ 

・全ての空港で「知らなかった」が高く、新千歳空港は約 83％、函館空港では約 74％、

羽田空港では約 77％である。 

・運行区間の認知は、「函館-青森間」が「函館-大間間」よりも高い。また、認知が高い

のは函館空港での回答者となっている。 

 

図 新千歳空港における台湾市場の 

函館-青森・大間間のフェリーの認知構成比 
図 函館空港における台湾市場の 

函館-青森・大間間のフェリーの認知構成比 

 

図 羽田空港における台湾市場の函館-青森・大間間のフェリーの認知構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
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（17）函館-青森・大間間のフェリーの使用経験 
≪台湾市場≫ 

・函館-青森・大間間のフェリーの使用経験は、「利用したことがない」が全ての空港で

高く、新千歳空港は約 97％、函館空港、羽田空港ともに約 96％である。 

・函館空港では、「函館-青森間」の利用が約３％ある。 

・利用時の形態は、函館-青森間、函館-大間間ともに「往復利用」がなく片道利用とな

っており、発地は概ね半数程度となっている。 

 

 

図 台湾市場の函館-青森・大間間のフェリーの使用経験構成比 

図 函館-青森間の 

フェリー使用時の形態構成比 
図 函館-大間間の 

フェリー使用時の形態構成比 

※使用経験のサンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239 

※函館-青森間の利用形態のサンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で新千歳空港が 1、函館空港が 8 

※函館-大間間の利用形態のサンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で函館空港が 1 
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（18）函館-青森間のフェリー利用時の同行者 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港、函館空港ともに「家族・親族」あるいは「夫婦・パートナー」の利用に

なっており、近親者等での利用になっている。 

 

図 新千歳空港における台湾市場の 

函館-青森間のフェリー利用時の同行者構成比

図 函館空港における台湾市場の 

函館-青森間のフェリー利用時の同行者構成比

※サンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で新千歳空港が 1、函館空港が 8 

 

（19）函館-青森間のフェリー利用時のフェリー乗り場までの移動手段 
≪台湾市場≫ 

・「バス」による公共交通機関での移動になっている。 
 

 

図 台湾市場のフェリーによる函館-青森の周遊意向構成比 
※サンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で新千歳空港が 1、函館空港が 8 
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29%

29%

0%

43%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分一人

夫婦・パートナー

家族・親族

その他

無回答

100%

14%

25%

14%

13%

71%

63%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

２空港計

タクシーで移動 バスで移動 その他 無回答
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（20）函館-青森・大間間のフェリー利用時の同行者 
≪台湾市場≫ 

・「家族・親族」の利用になっており、近親者等での利用になっている。 

 

 

図 函館空港における台湾市場の函館-大間間のフェリー利用時の同行者構成比 

※サンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で函館空港が 1 

 

（21）函館-大間間のフェリー利用時のフェリー乗り場までの移動手段 
≪台湾市場≫ 

・「タクシー」での移動になっている。 
 

 

図 台湾市場のフェリーによる函館-青森の周遊意向構成比 
※サンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で函館空港が 1 

  

0%

0%

100%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分一人

夫婦・パートナー

家族・親族

その他

100%

100%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

２空港計

タクシーで移動 バスで移動 その他
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（22）フェリーによる函館-青森の周遊意向 
≪台湾市場≫ 

・全ての空港で「旅行目的を満たせれば行ってみたい」が高く、新千歳空港は約 91％、

函館空港では約 89％、羽田空港では約 90％である。 
 

 
図 台湾市場のフェリーによる函館-青森の周遊意向構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239 
 
（23）利用する際の部屋タイプの意向 

≪台湾市場≫ 

・全ての空港で「多少高い料金でもグループのみで利用できる個室を利用する」が高く、

新千歳空港は約 89％、函館空港では約 74％、羽田空港では約 80％である。 
 

 

図 台湾市場の利用する際の部屋タイプの意向構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 

 
  

91%

89%

90%

90%

7%

11%

6%

9%

1%

4%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

旅行目的を満たせれば行ってみたい

移動時間と移動運賃がかかるため、行きたくない

無回答

11%

26%

19%

19%

89%

74%

80%

81%

1%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

他の利用者と相部屋でもいいので、安い料金の部屋

多少高い料金でもグループのみで利用できる個室

無回答
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（24）旅行目的としてのフェリー利用可能性 
≪台湾市場≫ 

・全ての空港で「旅行目的の一つとして、利用する」が高く、新千歳空港は約 70％、函

館空港では約 72％、羽田空港では約 82％である。 
 

 
図 台湾市場の旅行目的としてのフェリー利用可能性構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
（25）函館-青森・大間間のフェリー利用による行き先での観光目的 

≪台湾市場≫ 

・新千歳空港では、「自然・景勝地に行く」、「歴史・文化等の観光名所を巡る」ことが行

き先での目的となっている。 

・函館空港では、「温泉入浴」が最も高く、約 63％である。次いで、「グルメ」が約 50％、

「新幹線・地域限定列車の乗車」、「歴史・文化等の観光名所を巡る」がそれぞれ約 38％

となっている。 

 

 
図 新千歳空港における台湾市場の 

函館-青森・大間間のフェリー利用時による 

行き先での観光目的構成比 

 

図 函館空港における台湾市場の 

函館-青森・大間間のフェリー利用時による 

行き先での観光目的構成比 

※サンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で新千歳空港が 1、函館空港が 9 

  

70%

72%

82%

73%

29%

28%

10%

24%

1%

8%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

旅行目的の一つとして、利用する

行き先に目的がない限り利用することはない

無回答

0%

0%

100%

0%

100%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

グルメ

温泉に入浴する

自然・景勝地に行く

ショッピング

歴史・文化等の観光名所

を巡る

新幹線・地域限定列車の

乗車

その他

50%

63%

38%

25%

13%

38%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

グルメ

温泉に入浴する

自然・景勝地に行く

ショッピング

歴史・文化等の観光名所

を巡る

新幹線・地域限定列車の

乗車

その他
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（26）函館-青森・大間間のフェリー利用時に不便に感じたこと 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港では「フェリーの待ち時間」があげられている。 

・函館空港では「移動経路上における Wi-Fi などの通信環境整備による容易な情報収集」

が最も高く、約 50％となっており、次いで、「フェリー乗り場までのバスの運行頻度」

が約 25％、「フェリーの待ち時間」が約 13％である。 

 

図 新千歳空港における台湾市場の 

フェリー利用時の不便に感じた項目構成比 
図 函館空港における台湾市場の 

フェリー利用時の不便に感じた項目構成比 

※サンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で新千歳空港が 1、函館空港が 9 

  

0%

0%

100%

0%

0%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フェリー乗り場までの移動経路

上における中国語による案内

フェリー乗り場までのバスの運

行頻度

フェリーの待ち時間

切符売り場における中国語によ

る案内

移動経路上におけるWi-Fiなどの

通信環境整備による容易な情報

収集

不便と感じたことはない

0%

25%

13%

0%

50%

0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フェリー乗り場までの移動経路

上における中国語による案内

フェリー乗り場までのバスの運

行頻度

フェリーの待ち時間

切符売り場における中国語によ

る案内

移動経路上におけるWi-Fiなどの

通信環境整備による容易な情報

収集

不便と感じたことはない
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（27）ジャパンレールパスの認知 
≪台湾市場≫ 

・全ての空港で「名称など、初めて聞いた」が高く、新千歳空港は約 44％、函館空港で

は約 49％、羽田空港では約 37％である。 

・認知の内容では、「パスの内容を知っている」が新千歳空港では約 24％、函館空港で

は約 16％、羽田空港では約 26％であり、「購入場所を知っている」については、新千

歳空港では約 9％、函館空港では約 8％、羽田空港では約 8％にとどまっている。 
 

図 新千歳空港における台湾市場の 

ジャパンレールパスの認知構成比 
図 函館空港における台湾市場の 

ジャパンレールパスの認知構成比 

 
図 羽田空港における台湾市場のジャパンレールパスの認知構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
 
  

24%

9%

29%

44%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パスの内容を知っている

購入場所を知っている

名称を聞いたことがある

名称など、初めて聞いた

16%

8%

33%

49%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パスの内容を知っている

購入場所を知っている

名称を聞いたことがある

名称など、初めて聞いた

26%

8%

28%

37%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パスの内容を知っている

購入場所を知っている

名称を聞いたことがある

名称など、初めて聞いた
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（28）ジャパンレールパスの使用経験 
≪台湾市場≫ 

・全ての空港で「使ったことはない」が高く、新千歳空港は約 90％、函館空港では約 94％、

羽田空港では約 85％である。 

・ジャパンレールパスを使用しての東北来訪経験は、新千歳空港では約 8％、函館空港

では約 5％、羽田空港では約 9％である。 
 

 
図 台湾市場のジャパンレールパスの使用経験構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
 

（29）ジャパンレールパスを使用しての東北あるいは函館への来訪意向 
≪台湾市場≫ 

・全ての空港で「機会があれば、行ってみたい」が高く、新千歳空港は約 75％、函館空

港では約 74％、羽田空港では約 55％である。 

・「是非、行ってみたい」との積極的な意向は、新千歳空港では約 23％、函館空港では

約 19％、羽田空港では約 32％である。 
 

 
図 台湾市場のジャパンレールパスを使用しての東北あるいは函館への来訪意向構成比 

※サンプル数は、「ジャパンレールパス使用経験なし」の回答者で新千歳空港が 184、函館空港が 225、 

羽田空港が 100 
  

1%

1%

6%

2%

8%

5%

9%

7%

90%

94%

85%

91%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

使ったことがあり、東北まで行ったことがある

使ったことはあるが、東北まで行ったことはない

使ったことはない

23%

19%

32%

23%

75%

74%

55%

71%

2%

7%

4%

5%

9%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

是非、行ってみたい 機会があれば、行ってみたい

行ってみたいとは思わない 無回答
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（30）ＪＲイーストパスの認知 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港では、「名称を聞いたことがある」が最も高く、約 42％である。羽田空港

では、「パスの内容を知っている」が最も高く、約 39％であり、いずれも「名称など、

初めて聞いた」よりも高い。 

・函館空港では、「名称など、初めて聞いた」が最も高く、約 36％である。 
 

図 新千歳空港における台湾市場の 

ＪＲイーストパスの認知構成比 
図 函館空港における台湾市場の 

ＪＲイーストパスの認知構成比 

 
図 羽田空港における台湾市場のＪＲイーストパスの認知構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
 
  

22%

11%

42%

33%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パスの内容を知っている

購入場所を知っている

名称を聞いたことがある

名称など、初めて聞いた

17%

9%

34%

47%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パスの内容を知っている

購入場所を知っている

名称を聞いたことがある

名称など、初めて聞いた

39%

16%

25%

36%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パスの内容を知っている

購入場所を知っている

名称を聞いたことがある

名称など、初めて聞いた
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（31）ＪＲイーストパスの使用経験 
≪台湾市場≫ 

・「使ったことはない」が高く、約 76％である。 

・ＪＲイーストパスを使用しての東北来訪経験は、約 11％である。東北以外の来訪を合

わせると使用経験構成比は約 22％である。 
 

 
図 台湾市場のＪＲイーストパスの使用経験構成比 

※サンプル数は羽田空港が 118 
 

（32）ＪＲイーストパスを使用しての東北への来訪意向 
≪台湾市場≫ 

・「機会があれば、行ってみたい」が最も高く、約 53％であり、「是非、行ってみたい」

との積極的な意向は、約 42％とＪＲイーストパスを使用しての来訪意向は合わせて約

95％である。 
 

 
図 台湾市場のＪＲイーストパスを使用しての東北あるいは函館への来訪意向構成比 

※サンプル数は、「ＪＲイーストパス使用経験なし」の回答者で羽田空港が 100 

  

使ったこと

があり、東

北まで行っ

たことがあ
る, 11%

使ったこと

はあるが、

東北まで

行ったこと

はない, 

11%

使ったこと

はない, 

76%

是非、行っ

てみたい, 

42%

機会があ

れば、行っ

てみたい, 

53%

行ってみた

いとは思わ

ない, 2%

無回答, 3%



‐80‐ 
 

（33）函館と青森の周遊時の移動方法意向 
≪台湾市場≫ 

・全ての空港で「新幹線とフェリーを片道ずつ利用したい」が高く、新千歳空港は約 75％、

函館空港では約 69％、羽田空港では約 59％である。 

・往復ともに新幹線を利用する意向は、新千歳空港は約 17％、函館空港では約 23％、羽

田空港では約 38％である。 
 

 
図 台湾市場の周遊時の移動方法意向構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 204、函館空港が 239、羽田空港が 118 
 
  

17%

23%

38%

24%

8%

8%

3%

7%

75%

69%

59%

69%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

新千歳空港

函館空港

羽田空港

３空港計

往復ともに新幹線を利用して移動したい

往復ともにフェリーを利用して移動したい

新幹線とフェリーを片道ずつ利用したい

無回答
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（34）函館と青森を周遊するための条件 
≪台湾市場≫ 

・新千歳空港では「交通手段間の移動経路上において、中国語案内による円滑な乗り継

ぎ」、「移動経路上における Wi-Fi などの通信環境整備による容易な情報収集」が共に

最も高く約 53％、次いで「旅行期間中に全ての公共交通が利用できる共通乗車券」が

約 47％である。 

・函館空港も同様に、「交通手段間の移動経路上において、中国語案内による円滑な乗り

継ぎ」、「移動経路上における Wi-Fi などの通信環境整備による容易な情報収集」が共

に最も高く約 54％、次いで「交通手段間の乗り継ぎ時間の短さ」が約 50％である。 
 

図 新千歳空港における台湾市場の 

周遊するための条件構成比 
図 函館空港における台湾市場の 

周遊するための条件構成比 
※サンプル数は「移動時間と移動運賃がかかるため、行きたくない」の回答者で、新千歳空港が 15、 

函館空港が 26 
 
  

47%

40%

53%

53%

27%

20%

20%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旅行期間中に全ての公共交通が

利用できる共通乗車券

交通手段間の乗り継ぎ時間の短

さ

交通手段間の移動経路上におい

て、中国語案内による円滑な乗

り継ぎ

移動経路上におけるWi-Fiなどの

通信環境整備による容易な情報

収集

レンタカー利用料金が割り引か

れるパック商品

観光施設や飲食店、お土産店な

どで使える共通割引クーポン券

函館と青森の観光ガイドブック

23%

50%

54%

54%

35%

8%

27%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旅行期間中に全ての公共交通が

利用できる共通乗車券

交通手段間の乗り継ぎ時間の短

さ

交通手段間の移動経路上におい

て、中国語案内による円滑な乗

り継ぎ

移動経路上におけるWi-Fiなどの

通信環境整備による容易な情報

収集

レンタカー利用料金が割り引か

れるパック商品

観光施設や飲食店、お土産店な

どで使える共通割引クーポン券

函館と青森の観光ガイドブック
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・羽田空港では「交通手段間の移動経路上において、中国語案内による円滑な乗り継ぎ」、

「移動経路上における Wi-Fi などの通信環境整備による容易な情報収集」が共に最も

高く約 54％、次いで「交通手段間の乗り継ぎ時間の短さ」が約 46％である。 
 

 

図 羽田空港における台湾市場の周遊するための条件構成比 
※サンプル数は「移動時間と移動運賃がかかるため、行きたくない」の回答者で、羽田空港が 7 

  

32%

46%

54%

54%

32%

12%

24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

旅行期間中に全ての公共交通が

利用できる共通乗車券

交通手段間の乗り継ぎ時間の短

さ

交通手段間の移動経路上におい

て、中国語案内による円滑な乗

り継ぎ

移動経路上におけるWi-Fiなどの

通信環境整備による容易な情報

収集

レンタカー利用料金が割り引か

れるパック商品

観光施設や飲食店、お土産店な

どで使える共通割引クーポン券

函館と青森の観光ガイドブック
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（35）東京と青森を周遊するための条件 
≪台湾市場≫ 

・「ＪＲイーストパス、ジャパンレールパスの料金が安くなれば」が最も高く、約 74％

である。次いで「観光施設や飲食店、お土産店などで使える共通割引クーポン券」が

約 36％、「旅行行程内で観光目的が満たせる周遊ルートを紹介」が約 33％である。 

 

 
図 新千歳空港における台湾市場の周遊するための条件構成比 

※サンプル数は羽田空港が 118 
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金が安くなれば

レンタカー利用料金が割り引か

れる電車とセットになったパス

観光施設や飲食店、お土産店な

どで使える共通割引クーポン券

旅行行程内で観光目的が満たせ

る周遊ルートを紹介

東京周辺では体験できない観光

資源

羽田空港・成田空港まで戻らな

いよう、東北に台湾行きの直行

便

東北の観光目的地まで迷うこと

がないよう、中国語の案内

自国語の案内ができる手頃な宿

泊施設

東京とのセットでは行かず、直

行便で直接東北に行く
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５-２ 台湾人の観光実態と観光意向の分析によるストーリー性あるテーマの設定 

５-２-１ 台湾人の観光実態と観光ニーズの分析 

（１）観光形態の把握 
 滞在日数は、「４泊５日」が最も高く、団体ツアーの傾向と想定される。個人旅行（旅券と宿泊

先を個別手配）では滞在日数が伸びる傾向にあるが、「４泊５日」の構成比が最も高く、台湾人観

光客の生活スタイルでは、「４泊５日」の行程で休暇をとることが一般的とうかがえる。 

 入国空港は、東北に近い函館空港でみると、「函館空港」、「旭川空港」ともに約４割、「新千歳

空港」は約３割と、道内の空港で概ね均一に分散しており、観光動線上に台湾への定期直行便が

あれば出入国空港が同一である必要がないことがうかがえる。なお、東北で台湾への定期直行便

がある空港は仙台空港のみとなっている。 

 なお、フェリー利用が片道利用であること、北海道新幹線開通後の東北と北海道との周遊交通

機関に対する意向が、新幹線とフェリーそれぞれの片道利用が最も高いことから、往路復路が同

一ルートを嫌う傾向にあることがうかがえる。 

 同行者は、「家族・親族」が最も高く、新千歳空港、函館空港では、「夫婦・パートナー」が２

番目に高いなど親近者との旅行が多いことがうかがえる。 
 
（２）観光目的 
 東北への観光目的は、各空港で構成比に差異があるものの、「自然・景勝地に行く」「温泉入浴」

「グルメ」が高い傾向にある。また、「歴史・文化等の観光名所を巡る」については、これら３項

目よりも低いが各空港で３～４割程度の構成比となっており、一定のニーズはある。 
北海道への観光目的は、東北と同様に「自然・景勝地に行く」「温泉入浴」「グルメ」が高い傾

向にあり、「歴史・文化等の観光名所を巡る」についても各空港で４～６割程度の構成比となって

いる。 

 
（３）東北と北海道の周遊時の移動手段 
東北内あるいは北海道内の移動手段については、個人旅行（旅券と宿泊先を個別手配）では、

公共交通機関での移動割合が高いが、レンタカー利用による周遊実態を若干数確認した。 

なお、台湾の免許保有による、我が国内での自動車利用の認知については、半数程度の認知に

留まっていることから、今後の広報により更に伸びる可能性が期待される。 
 なお、東北と北海道での周遊時の移動手段については、「新幹線とフェリーを片道ずつ利用した

い」意向が最も高い。 
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５-２-２ 観光テーマの設定 

今回、アンケート調査で把握した台湾人の観光実態から、ストーリー性ある観光周遊ルートを

設定する際は、「４泊５日」「仙台空港で入国、道内空港で出国（あるいは、道内空港で入国、仙

台空港で出国）」「親近者との旅行」を念頭に置いた設定とする。 
 また、「温泉入浴」「グルメ」が必須項目であることから、宿泊地や食事については、これらを

満喫できる箇所に滞在することについて留意する。 

 観光テーマについては、「自然・景勝地に行く」が高く、「歴史・文化等の観光名所を巡る」も

一定のニーズがあることから「自然・景勝地」、「歴史・文化等の観光名所」をテーマとした周遊

ルートを設定する。 
なお、今回の周遊ルートのターゲットは、個人で移動する個人旅行客となる。訪日外国人観光

客がリピーターになるステップとしては、日本国内の移動に慣れていないため、団体ツアーやパ

ッケージ旅行等で初来日し、エージェントに空港から宿泊地、宿泊地から観光地までの移動をエ

スコートしてもらい、日本の移動手段に対する知識を深め、かつ、日本旅行の満足度が高かった

方がリピート層に変化すると考えられる。 
そのため、個人旅行客は何回も日本を訪れている層であるため、メジャーな観光地への来訪経

験を持っている可能性があるが、今回の調査では、東北への来訪経験が１割程度であるため、日

本人観光客の入込が多いメジャーな観光資源を周遊するルートを設定する。 
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５-３ 設定したテーマに関連する観光資源の整理 

 観光資源については、公益財団法人日本交通公社が公表している「観光資源台帳」に掲載され

ている観光資源において、「特Ａ級：わが国を代表する資源でかつ世界にも誇示しうるもの。わが

国のイメージ構成の基調となりうるもの 、Ａ級：特Ａ級に準じ、その誘致力は全国的で観光重点

地域の原動力として重要な役割をもつもの 、Ｂ級：地方スケールの誘致力をもち地方のイメージ

構成の基調となりうるもの」から、各テーマに沿うように選定し、周遊工程を検討する。 
 
（１）自然・景勝地 

１）東北の観光資源 

 

種別 ランク 観光資源 種別 ランク 観光資源 

山岳 

Ａ 岩木山 
岩石・洞窟 

Ａ 安家洞 

Ａ 八甲田山 Ａ 龍泉洞 

Ａ 岩手山 

海岸 

特Ａ級 北山崎 

Ａ 鳥海山 Ａ 浄土ヶ浜 

Ａ 月山 Ａ 仏ヶ浦 

Ａ 蔵王山 Ａ 松島 

Ａ 飯豊山 
河川 

Ａ 北上川 

Ａ 吾妻山 Ａ 最上川 

Ａ 磐梯山 
湖沼 

特Ａ級 十和田湖 

Ａ 燧ヶ岳 Ａ 五色沼 

高原 
Ａ 八幡平 滝 Ａ 三条ノ滝 

Ａ 磐梯高原 庭園・公園 Ａ 毛越寺跡 

湿原 
Ａ 雄国沼湿原 自然現象 Ａ 蔵王の樹氷 

Ａ 弥陀ヶ原  

峡谷 
特Ａ級 奥入瀬 

Ａ 鳴子峡 

※Ｂ級は数が多いため、割愛 
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２）北海道の観光資源 

 

種別 ランク 観光資源 種別 ランク 観光資源 

山岳 

Ａ 大雪山 
峡谷 

Ａ 層雲峡 

Ａ 利尻山 Ａ 天人峡 

Ａ 羊蹄山 

滝 

Ａ 流星ノ滝 

Ａ 有珠山 Ａ 羽衣の滝 

Ａ 駒ヶ岳 Ａ 銀河の滝 

Ａ 十勝岳連山 
河川 

Ａ 天塩川 

高原原 
Ａ 高根ヶ原 Ａ 石狩川 

Ａ 五色ヶ原 
海岸 

Ａ 知床半島の海岸 

原野 Ａ サロベツ原野 Ａ 野付半島 

湿原 

Ａ 釧路湿原 
岬 

Ａ 宗谷岬 

Ａ 霧多布湿原 Ａ 知床岬 

Ａ 雨竜沼湿原 自然現象 Ａ オホーツク海沿岸の流氷 

湖沼 

特Ａ級 摩周湖 庭園・公園 Ａ 大通公園 

Ａ 屈斜路湖 地域景観 Ａ 函館山と市街地 

Ａ 倶知安湖  

Ａ ペンケトウ・パンケトウ 

Ａ 支笏湖 

Ａ 洞爺湖 

Ａ 大沼 

Ａ 阿寒湖 

Ａ 然別湖 

※Ｂ級は数が多いため、割愛 
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（２）歴史・文化等の観光名所 
１）東北の観光資源 

 

種別 ランク 観光資源 種別 ランク 観光資源 

社寺 

Ｂ 岩木山神社 

城跡・城郭 

Ｂ 弘前城 

Ｂ 法光寺 Ｂ 青葉城跡 

Ｂ 最勝院・五重塔 Ｂ 若松城跡 

Ｂ 櫛引八幡宮 Ｂ 霞が城跡 

Ｂ 長勝寺（禅林街） 

歴史景観 

Ｂ 銀山温泉の湯治場 

Ａ 中尊寺 Ｂ 羽黒山宿坊 

Ａ 瑞巌寺 Ｂ 七ヶ宿街道 

Ｂ 大崎八幡神社 Ａ 角館武家屋敷 

Ｂ 五大堂 Ａ 大内宿 

Ｂ 志波彦神社 Ｂ 喜多方蔵の町並 

Ｂ 塩釜神社 

建造物 

Ｂ 斜陽館 

Ａ 立石寺（山寺） Ｂ 登米町の歴史的建造物群 

Ａ 出羽三山神社 Ｂ 酒田山居倉庫 

Ｂ 善宝寺  

Ｂ 湯殿山神社 

Ｂ 慈恩寺 

Ｂ 白水阿弥陀堂 

Ｂ 熊野神社 
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２）北海道の観光資源 

 

種別 ランク 観光資源 種別 ランク 観光資源 

社寺 

Ｂ トラピスチヌ修道院 

建造物 

Ａ 青函トンネル 

Ｂ トラピスト男子修道院 Ｂ 北海道開拓村 

Ｂ 函館ハリストス正教会 Ｂ 道庁旧本庁舎 

城跡・城郭 
Ａ 五稜郭跡 Ｂ クラークの記念碑 

Ｂ 松前城跡 Ｂ 札幌時計台 

歴史景観 
Ｂ 函館石造り倉庫群  

Ｂ 小樽石造り倉庫群 
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５-４ 設定したストーリー性あるテーマでの周遊ルート（案） 

（１）北海道と東北が誇る自然景勝地をめぐる周遊ルート 
１）周遊行程 

旅行日数 ４泊５日 
 

行程例  

1

日

目 

10:15 出発 ○台湾桃園国際空港 エバー航空 118 便に搭乗  約 4 時間 

14:15 到着 ○仙台空港 

14:20 出発 ○仙台空港 仙台空港駅まで徒歩、仙台空港駅にて仙台空港アクセス線に乗車、仙台駅にてＪ

Ｒ仙石線に乗換、松島駅にて下車、徒歩  約 1 時間 10 分 

15:30 到着 

16:30 出発 

《観光スポット》★松島 

《アクセス》 ※徒歩 15 分 

16:45 到着 ○松島温泉に宿泊 

2

日

目 

6:20 出発 ○松島駅 JR 東北本線に乗車、一ノ関駅にて東北・北海道新幹線に乗換、盛岡駅にてバスに乗

換、最寄バス停「宮古駅前」で下車 約 4 時間 25 分 

10:45 到着 ○宮古駅 

10:50 出発 ○宮古駅 バスに乗車、最寄バス停「浄土ヶ浜ビジターセンタ」で下車、徒歩 約 20 分 

11:10 到着 

12:10 出発 

《観光スポット》★浄土ヶ浜 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「宮古駅前」で下車、徒歩 20 分 

12:30 到着 ○宮古駅 

12:35 出発 ○宮古駅 バスに乗車、最寄バス停「盛岡駅東口」にて下車、JR 東北本線に乗換 約 3 時間

15:35 到着 ○花巻駅 

15:45 出発 ○花巻駅 バスに乗車、最寄バス停「花巻温泉」で下車 約 25 分 

16:10 到着 ○花巻温泉に宿泊 

 
  



‐91‐ 
 

 
行程例  

3

日

目 

 6:55 出発 ○花巻温泉 バスに乗車、最寄バス停「花巻駅前」で下車 約 20 分 

 7:15 到着 ○花巻駅 

 7:20 出発 ○花巻駅 JR 東北本線に乗車、盛岡駅にて東北・北海道新幹線に乗換 約 1 時間 40 分 

 9:00 到着 ○八戸駅 

 9:10 出発 ○八戸駅 バスに乗車、最寄バス停「焼山」で下車、徒歩 約 1 時間 35 分 

10:45 到着 

11:45 出発 

《観光スポット》★奥入瀬 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「十和田湖駅」で下車、徒歩 約 50 分 

12:35 到着 

13:35 出発 

《観光スポット》★十和田湖 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「新青森駅前」で下車 約 2 時間 50 分 

16:25 到着 ○新青森駅 

16:30 出発 ○新青森駅  東北・北海道新幹線に乗換、新函館北斗駅にて JR 函館本線に乗換、函館駅に

て下車、函館駅前電停まで徒歩、市電に乗車、十字街電停にて下車、徒歩 約１時間 50 分 

18:20 到着 

19:20 出発 

《観光スポット》★函館山 

《アクセス》 ※十字街電停まで徒歩、電停に乗車、湯の川温泉電停で下車 約 40 分 

20:00 到着 ○湯の川温泉に宿泊 

4

日

目 

 7:15 出発 ○湯の川温泉電停  市電に乗車、函館駅前電停にて下車、函館駅まで徒歩、JR 函館本線

に乗車、大沼公園駅で下車、徒歩  約 1 時間 15 分 

 8:30 到着 

 9:30 出発 

《観光スポット》★大沼 

《アクセス》 ※レンタサイクル 約 1 時間 

10:30 到着 

11:30 出発 

《観光スポット》★駒ヶ岳 

《アクセス》 ※レンタサイクル、徒歩 約 1 時間 5 分 

12:35 到着 ○大沼公園駅 

12:40 出発 ○大沼公園駅  JR 函館本線・室蘭本線に乗車、洞爺駅にて下車、バスに乗換、最寄バス停

「洞爺湖温泉」にて下車、徒歩  約 1 時間 45 分 

14:25 到着 

15:25 出発 

《観光スポット》★洞爺湖 

《アクセス》 ※徒歩 約 10 分 

15:35 到着 ○洞爺湖温泉に宿泊 

5

日

目 

  9:30 出発 ○洞爺湖温泉バス停 高速バスに乗車  約 2 時間 45 分 

12:15 到着 ○札幌駅 

 12:20 出発 ○札幌駅  徒歩 約 20 分 

12:40 到着 

13:40 出発 

《観光スポット》★大通公園 

《アクセス》 ※徒歩 約 20 分 

14:00 到着 ○札幌駅 

14:05 出発 ○札幌駅  JR 千歳線に乗車、新千歳空港駅にて下車、徒歩 約 45 分 

14:50 到着 ○新千歳空港 

 15:20 出発 ○新千歳空港 エバー航空 115 便（全日本空輸と共同運航 5815 便）に搭乗 約 3 時間

40 分 

19:00 到着 ○台湾桃園国際空港 
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２）周遊イメージ 

 

 

  

八戸駅
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湯の川温泉電停 

仙台空港 

松島駅 

松島

浄土ヶ浜 

宮古駅 
盛岡駅 

仙台空港駅 
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新青森駅 

新函館北斗駅 

十和田湖 

大沼 

函館駅前電停 

十字街電停 大沼公園駅 

奥入瀬 

駒ヶ岳 

洞爺湖 

洞爺駅 

札幌駅 

大通公園 

花巻駅 

一ノ関駅 

新千歳空港駅 
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（２）北海道と東北が誇る歴史・史跡をめぐる周遊ルート 
１）周遊行程 

旅行日数 ４泊５日 
 

行程例  

1

日

目 

10:15 出発 ○台湾桃園国際空港 エバー航空 118 便に搭乗 約 4 時間 

14:15 到着 ○仙台空港 

14:20 出発 ○仙台空港 
 仙台空港駅まで徒歩、仙台空港駅にて仙台空港アクセス線に乗車、仙台駅にてＪＲ仙石線に乗換、

松島海岸駅にて下車、徒歩 約 1 時間 15 分 

15:35 到着 

16:35 出発 

《観光スポット》★瑞巌寺 

《アクセス》 ※徒歩 10 分 

16:45 到着 ○松島温泉に宿泊 

2

日

目 

 6:00 出発 ○松島海岸駅 
 JＲ仙石線に乗車、仙台駅にて東北・北海道新幹線に乗換、一ノ関駅にて JR 東北本線に乗車 約 2 時間 5 分  

 8:05 到着 ○平泉駅 

 8:10 出発 ○平泉駅 バスに乗車、最寄バス停「中尊寺」にて下車、徒歩 約 20 分 

 8:30 到着 

 9:30 出発 

《観光スポット》★中尊寺 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「平泉駅前」にて下車、徒歩 約 20 分 

 9:50 到着 ○平泉駅 

 9:55 出発 ○平泉駅 
 JR 東北本線に乗車、一ノ関駅にて東北・北海道新幹線に乗換、盛岡駅にて秋田新幹線に乗換 

 約 3 時間 10 分 

13:05 到着 ○角館駅 

13:10 出発 ○角館駅 徒歩 約 20 分 

13:30 到着 

14:30 出発 

《観光スポット》★角館武家屋敷 

《アクセス》 ※徒歩 約 20 分 

14:50 到着 ○角館駅 

14:55 出発 ○角館駅 
 秋田新幹線に乗車、盛岡駅にて東北・北海道新幹線に乗換、八戸駅にて青い森鉄道に乗換、浅虫

温泉駅にて下車、徒歩 約 3 時間 40 分 

18:35 到着 ○浅虫温泉に宿泊 

3

日

目 

 10:00 出発 ○浅虫温泉駅 青い森鉄道に乗車、青森駅にて JR 津軽線に乗換、蟹田駅にて乗換 約 2 時間

 12:00 到着 ○三厩駅 

 12:05 出発 ○三厩駅 バスに乗車、徒歩 約 45 分 

 12:50 到着 

 13:50 出発 

《観光スポット》★青函トンネル記念館 

《アクセス》 ※バスに乗車、徒歩 約 45 分 

 14:35 到着 ○三厩駅 

 14:40 出発 ○三厩駅 
 JR 津軽線に乗車、青森駅にて JR 奥羽本線に乗換、新青森駅にて東北・北海道新幹線に乗換、

新函館北斗駅にて JR 函館本線に乗換 約 3 時間 45 分 

 18:25 到着 ○函館駅 

 18:30 出発 ○函館駅 函館駅前電停まで徒歩、市電に乗車、十字街電停にて下車、徒歩 約 15 分 

 18:45 到着 

 19:45 出発 

《観光スポット》★函館石造り倉庫群 

《アクセス》 ※市電に乗車、湯の川温泉電停にて下車、徒歩 約 50 分 

 20:35 到着 ○湯の川温泉に宿泊 
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4

日

目 

  9:25 出発 ○湯の川温泉電停前バス停 

 バスに乗車、最寄バス停「トラピスチヌ前」にて下車、徒歩 約 30 分 

  9:55 到着 

 10:55 出発 

《観光スポット》★トラピスチヌ修道院 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「五稜郭タワー入口」にて下車、徒歩 約 45 分 

 11:40 到着 

 12:40 出発 

《観光スポット》★五稜郭 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「五稜郭駅前」にて下車、徒歩 約 25 分 

 13:05 到着 ○五稜郭駅 

 13:15 出発 ○五稜郭駅  JR 函館本線に乗車、長万部駅にて乗換 約 4 時間 5 分 

 17:20 到着 ○小樽駅 

 17:25 出発 ○小樽駅 バスに乗車、最寄バス停「温泉街」にて下車、徒歩 約 45 分 

 18:10 到着 ○朝里川温泉に宿泊 

5

日

目 

  8:45 出発 ○温泉街バス停 バスに乗車、最寄バス停「小樽駅前」にて下車、徒歩 約 45 分 

  9:30 到着 

 10:30 出発 

《観光スポット》★小樽石造り倉庫群 

《アクセス》 ※徒歩 約 10 分 

 10:40 到着 ○小樽駅 

 10:45 出発 ○小樽駅 JR 函館本線に乗車、札幌駅にて下車、徒歩 約 30 分 

 11:15 到着 

 12:15 出発 

《観光スポット》★道庁旧本庁舎 

《アクセス》 ※徒歩 約 10 分 

 12:25 到着 

 

 13:25 出発 

《観光スポット》★札幌時計台（旧札幌農学校演武場） 

《アクセス》  

※地下鉄東豊線に乗車、福住駅にて下車、バスに乗車、最寄バス停「羊が丘展望台」にて下車、徒

歩 約 50 分 

 14:15 到着 

 15:15 出発 

《観光スポット》★クラークの記念碑 

《アクセス》 ※バスに乗車、最寄バス停「福住駅」にて下車 約 20 分 

 15:35 到着 ○地下鉄福住駅 

 15:45 出発 ○地下鉄福住駅 バスに乗車、最寄バス停「新千歳空港」にて下車 約 50 分 

 16:35 到着 ○新千歳空港 

 17:05 出発 ○新千歳空港 

 エバー航空 165 便（全日本空輸と共同運航 5837 便、火・木・土運航）の搭乗 

 約 3 時間 40 分 

 20:45 到着 ○台湾桃園国際空港 
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２）周遊イメージ 
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５-５ 周遊促進のための課題 

５-５-１ 基礎調査の実施 

（１）Wi-Fi の設置状況 
１）宿泊施設の Wi-Fi 設置状況 

・ＯＴＡ（楽天トラベル）に掲載されている各道県の宿泊施設の Wi-Fi 対応状況を調査

した。なお、捕捉率※については、福島県は４割を切る水準であったが、概ね４、５割

程度の施設について捕捉している。 

・東北内の Wi-Fi 設置率については、青森県が約 14％と最も低く、宮城県が約 23％と最

も高い結果となった。なお、管内の外国人入込客数では、青森県が３番目に入込数が

多いことから、早急な改善が必要と考えられる。 

・また、北海道については、Wi-Fi 設置率が約 35％となっており、東北管内県の設置率

が最も高い宮城県と比較しても 10％以上の差があることから、東北管内の宿泊施設に

ついては、早急な改善が必要と考えられる。 

※ＯＴＡでの掲載数を、観光庁が実施した宿泊旅行統計調査の調査時期に近似している調査回（平成 26

年 7月～9月分）の各道県の宿泊施設数と比較し、算出 

 

 

図 道県別の調査宿泊施設数と捕捉率 
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図 道県別の宿泊施設の Wi-Fi 対応割合 
 

 

注：観光庁「宿泊旅行統計調査（平成 25 年 1月～12 月分（年の確定値））」を集計 

図 県別の外国人延べ宿泊者数（平成 25 年） 
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２）観光地周辺の Wi-Fi 設置状況 

・NTT 東日本では、訪日外国人に 14 日間無料で使用できる Wi-Fi サービスを提供してい

る。FREE Wi-Fi スポットについては、HP 上で公開されている。 

・このサービスによる主要観光地・資源周辺（概ね観光地周辺 100m 以内）の Wi-Fi スポ

ットを調査した。主要観光地・資源は、「観光入込客統計に関する共通基準」の調査地

点（道の駅を除く）で入込数が上位 10 位の箇所を選定した。（ただし、岩手県は任意

設定） 

・調査の結果、主要観光地の Wi-Fi スポット整備率は約 33％となった。市街地での Wi-Fi

スポットは多いが、主要観光地・資源周辺での Wi-Fi スポットは少なく、外国人観光

客が観光地で、周辺情報を調べるには不便な状況であることが明らかになった。 

 

 

出典：NTT 東日本（http://flets.com/freewifi/use.html） 

図 各県の主要観光地・資源周辺の Wi-Fi 設置状況 

 

表 各県の主要観光地・資源周辺の Wi-Fi 設置状況 

県 
主要観光地・資源周辺の

Wi-Fi 設置状況 
備考 

青森県 １／１０（10％） 県 HP で掲載されている「観光入込客統計に関する

共通基準」の調査地点 

※「道の駅」を除く 
宮城県 ４／１０（40％） 

秋田県 ４／１０（40％） 

山形県 ３／１０（30％） 

福島県 ５／１０（50％） 

岩手県 ３／１０（30％） 
県 HP での観光地別の入込数が非公表であるため、

主要観光地と想定される箇所を任意に設定 

合計 ２０／６０（ 33％）  

  

仙台駅 

仙台城 
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表 各県の個別観光地・資源周辺の Wi-Fi 設置状況 

 

  

県 No 観光地
観光地・資源周辺の

Wi-Fi設置状況
備考

1 八食センター ×
2 奥入瀬・十和田湖 × 奥入瀬渓流館・十和田湖遊覧船
3 八戸ポータルミュジアム「はっち」 ○
4 こどもの国（八戸市） ×
5 弘前市立観光館 ×
6 青森県立美術館 ×
7 弘前城史料館 × 弘前公園
8 ねぶたの家　ワ・ラッセ ×
9 石ヶ戸休憩所 ×

10 浅虫水族館 ×
11 猊鼻渓 × げいびレストハウス
12 厳美渓 × 厳美渓レストハウス
13 遠野 × とおの物語の館
14 金色堂 ○
15 中尊寺 ○
16 龍泉洞 × 龍泉新洞科学館
17 岩手公園（盛岡城） ○
18 浄土ヶ浜 × 浄土ヶ浜レストハウス
19 北山崎 × 北山崎ビジターセンター
20 小岩井牧場 ×
21 松島海岸 × 瑞巌寺
22 鳴子温泉 ○ 鳴子温泉旅館・案内センター
23 秋保温泉 ○ 秋保温泉郷観光案内所
24 定義如来西方寺 ×
25 仙台城跡、瑞鳳殿、仙台市博物館 ○ 瑞鳳殿が設置済み、2ヶ所なし
26 鹽竈神社 ×
27 遠刈田温泉 ○ 神の湯
28 八木山動物園等 × 八木山動物園
29 みちのく杜の湖畔公園 ×
30 蔵王（刈田山頂） × 蔵王レストハウス
31 国立公園十和田湖 × 十和田湖プリンスホテル
32 八幡平国立公園 × 発荷峠展望台
33 秋田ふるさと村 ○
34 角館武家屋敷 ○ 角館武家屋敷史料館
35 高原・水沢温泉郷地区 × 青荷山荘
36 田沢湖 ○ 田沢湖ローズパークホテル
37 大太鼓の里ぶっさん館 ○
38 秋田県立小泉潟公園 ×
39 男鹿水族館GAO ×
40 鳥海山・鉾立 × 鉾立山荘
41 松が岬公園 ×
42 蔵王温泉 ○ 蔵王温泉観光案内所
43 山寺 ×
44 蔵王エコーライン × 朝日展望台
45 上山温泉 × 日本の宿 古窯
46 天童温泉 × ほほえみの宿 滝の湯
47 西蔵王高原ライン × わらべの里
48 羽黒山 × 羽黒山レストハウス
49 最上公園 ○
50 湯野浜温泉 ○ 真砂子屋
51 磐梯高原 ○ 裏磐梯観光協会
52 スパリゾートハワイアンズ ×
53 いわき・ら・ら・ミュウ ○
54 あづま総合運動場 ×
55 伊佐須美神社 ○
56 喜多方市街 ○ ラーメンミュージアム＆神社
57 会津若松市街 × 会津武家屋敷
58 大内宿 ○ 大内宿街並み展示館
59 鶴ヶ城天守閣 ×
60 スカイライン × 浄土平レストハウス

山
形
県

青
森
県

宮
城
県

岩
手
県

福
島
県
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【参考】各県の個別観光地・資源周辺の Wi-Fi 設置状況 

調査対象とした観光施設は赤丸内であり、出典は全て、NTT 東日本の FREE Wi-Fi スポットの HP

サイト（http://flets.com/freewifi/use.html）を参照した。 

 

≪１：八食センター≫ 

 

 
≪２：奥入瀬渓流館≫ 
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≪２：十和田湖遊覧船（遊覧船乗り場）≫ 

 
 
≪３：八戸ポータルミュージアム「はっち」≫  
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≪４：こどもの国（八戸市）≫ 

 
 
≪５：弘前市立観光館≫ 
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≪６：青森県立美術館≫ 

 
 
≪７：弘前城史料館（弘前公園）≫ 
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≪８：ねぶたの家 ワ・ラッセ≫ 

 

 
≪９：石ヶ戸休憩所≫ 
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≪10：浅虫水族館≫ 

 

 
≪11：猊鼻渓（げいびレストハウス）≫ 
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≪12：厳美渓（厳美渓レストハウス）≫ 

 

 
≪13：遠野（とおの物語の館）≫ 
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≪14：金色堂≫ 

 

 
≪15：中尊寺≫ 
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≪16：龍泉洞（龍泉新洞科学館）≫ 

 
 
≪17：岩手公園（盛岡城）≫ 
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≪18：浄土ヶ浜（浄土ヶ浜レストハウス）≫ 

 

 
≪19：北山崎（北山崎ビジターセンター）≫ 
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≪20：小岩井牧場≫ 

 
 
≪21：松島海岸（瑞巌寺）≫ 

 

 
  



‐111‐ 
 

≪22：鳴子温泉（鳴子温泉旅館・案内センター）≫ 

 

 

≪23：秋保温泉（秋保温泉郷観光案内所）≫ 

 
 
  



‐112‐ 
 

≪24：定義如来西方寺≫ 

 

 
≪25：仙台城跡≫ 
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≪25：瑞鳳殿≫ 

 

 
≪25：仙台市博物館≫ 
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≪26：鹽竈神社≫ 

 

 
≪27：遠刈田温泉（神の湯）≫ 
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≪28：八木山動物園≫ 

 
 
≪29：みちのく杜の湖畔公園≫ 
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≪30：蔵王（刈田山頂、蔵王山頂レストハウス）≫ 

 

 
≪31：国立公園十和田湖（十和田湖プリンスホテル）≫ 
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≪32：八幡平国立公園（発荷峠展望台）≫ 

 
 
≪33：秋田ふるさと村≫ 
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≪34：角館武家屋敷（角館武家屋敷史料館）≫ 

 

 
≪35：高原・水沢温泉郷地区（青荷山荘）≫ 
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≪36：田沢湖（田沢湖ローズパークホテル）≫ 

 

 

≪37：大太鼓の里ぶっさん館≫ 
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≪38：秋田県立小泉潟公園≫ 

 

 

≪39：男鹿水族館ＧＡＯ≫ 
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≪40：鳥海山・鉾立（鉾立山荘）≫ 

 

 
≪41：松が岬公園≫ 
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≪42：蔵王温泉（蔵王温泉観光案内所）≫ 

 

 

≪43：山寺≫ 

 
 
  



‐123‐ 
 

≪44：蔵王エコーライン（朝日展望台）≫ 

 

 
≪45：上山温泉（日本の宿 古窯）≫ 
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≪46：天童温泉（ほほえみの宿 滝の湯）≫ 

 
 
≪47：西蔵王高原ライン（童の里）≫ 
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≪48：羽黒山（羽黒山レストハウス）≫ 

 

 
≪49：最上公園≫ 
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≪50：湯野浜温泉（真砂子屋）≫ 

 
 
≪51：磐梯高原（裏磐梯観光協会）≫ 
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≪52：スパリゾートハワイアンズ≫ 

 

 
≪53：いわき・ら・ら・ミュウ≫ 
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≪54：あづま総合運動場（民家園）≫ 

 

 
≪55：伊佐須美神社≫ 
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≪56：喜多方市街（ラーメンミュージアム＆神社）≫ 

 
 
≪57：会津若松市街（会津武家屋敷）≫ 
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≪58：大内宿（大内宿街並み展示館）≫ 

 

 

≪59：鶴ヶ城天守閣≫ 

 
  



‐131‐ 
 

≪60：スカイライン（浄土平レストハウス）≫ 
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（２）レンタカーの利用動向 
１）調査概要 

 東北運輸管内の主要な交通結節点で営業しているレンタカー会社における外国人利用者数を記

録し、これらの結果について集計・分析を行った。 
 なお、４～６月までのデータは、サンプリングした数者による施行結果であり、7 月以降が本

格的な調査結果となる。 

 調査を行った県別の営業所数を下表に示す。各県の営業所数に大きな差異はないことから、県

別比較については、概ね比較できるものと考えられる。 
 

表 各県の調査実施営業所数 

県 調査実施営業所数 

青森県 ８ 

岩手県 ８ 

宮城県 ６ 

秋田県 ６ 

山形県 ８ 

福島県 ６ 

合計 ４２ 
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２）調査結果 

① 利用実績 

・平成 26 年４月～平成 27 年１月の 10 ヶ月間における総貸渡数は 650 台となっており、

10 月の総貸渡数が最も多い。また、積雪が多く、運転が困難になると考えられる１月

においても 30 台程度の利用がある。 

・宿泊旅行統計調査の月別動向と比較すると、１月を除き、宿泊者数の推移と同様の推

移をしていることが伺える。 

 

 

図 月別の外国人旅行者への貸渡数 

 

注：観光庁「宿泊旅行統計調査（平成 25 年 1月～12 月分（年の確定値））」を集計 

図 県別の外国人延べ宿泊者数（平成 25 年） 
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② 県別の利用実績 

・総貸渡数が最も多いのは青森県で約 47％となっている。次いで、宮城県が約 17％、岩

手県、秋田県が約 15％と続いている。山形県、福島県は貸渡数が少ない状況となって

いる。 

・本格的な調査を実施した７月以降でみると、12 月を除き、青森県は 44～57％と一定程

度の水準で推移している。他の県も概ね一定程度で推移しているが、秋田県は 11 月、

12 月の構成比が高い。 

 

 
図 県別の外国人旅行者への貸渡数 

 

 

図 月別県別の外国人旅行者への貸渡数 
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② 結節点別の利用実績 

・総貸渡数が最も多いのは東北新幹線駅で約 50％となっている。次いで、空港が約 34％、

在来線駅が約 8％と続いている。 

・本格的な調査を実施した７月以降でみると、宿泊者数が最も多い 10 月は東北新幹線駅

での利用が約 60％と最も高く、11 月以降の冬季になるとともに、東北新幹線駅の構成

比が小さくなり、空港の構成比が高まる傾向にある。 

 

 
図 結節点別の外国人旅行者への貸渡数 

 

 

図 月別結節点別の外国人旅行者への貸渡数 
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③ 国籍・地域別の利用実績 

・総貸渡数が最も多いのはアメリカで約 19％となっている。次いで、香港、台湾がとも

に約 16％と続いている。 

・本格的な調査を実施した７月以降でみると、国籍・地域別の利用は月により変動が大

きく、月により傾向が異なっていることが伺える。 

 

 
図 国籍・地域別の外国人旅行者への貸渡数 

 

 

図 月別国籍・地域別の外国人旅行者への貸渡数 
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④ 東北宿泊外国人旅行者との国籍・地域別の比較 

・宿泊旅行統計調査の四半期別国籍・地域構成比を本格的な調査を実施した７月以降で

みると、香港やアメリカ、ヨーロッパのレンタカー利用者が宿泊旅行統計調査の国籍・

地域構成比よりも高い傾向となっている。 

・台湾は、入込構成比よりも低くなっており、本年度の調査において、ツアー旅行によ

る団体バスの移動割合が高いことが明らかになっており、これらが影響しているもの

と考えられる。 

 

 
注：宿泊旅行統計調査の「その他アジア」は中国、マレーシア、インドネシア、ベトナム、フィリピンを集計。 

「ヨーロッパ」はイギリス、ドイツ、フランスを集計。  
「その他」はカナダ、ロシア、インド、その他を集計。 

図 宿泊旅行統計調査による国籍・地域別構成比との比較 
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５-５-２ 周遊促進のための課題 

○ 他組織との連携による北海道と東北地方の広域連携軸の深度化 

今年度は、昨年度のテーマから、「縄文古墳群」、「幕末志士」を深度化することで、道央地域か

ら東北地方への来訪が期待される、より広域的な周遊ルートの検討を行った。 

現在、北海道と東北の鉄道については、フリー乗車券が発売されるなど、広域周遊促進を支え

る事業が鉄道事業者で行われているが、より広範囲での移動による旅行であるため、移動時間の

増加による満足度の低下が懸念される。 
ここで、北海道と東北間は多様な乗り物・経路があるため、往路・復路で手段、経路を変える

など「移動」を旅の楽しみにすることも可能であると考えられる。そのため、北海道新幹線開業

後については、多様な交通手段の連携が課題であり、事業者間の取組が期待される。 
また、幹線交通手段と支線交通手段の連携については、フェリーと高速バス、航空機、新幹線

とレンタカーなど既に多様な連携が図られているところであり、今後は、フェリーとレンタカー

等の連携が期待される。 

 また、新たな観光周遊ルートとして、「青森ひばをテーマとしたトレイル」の周遊ルートを検討

し、津軽半島、下北半島、松前半島の 3半島巡るトレイル周遊ルート（案）を提示した。 
 しかし、トレイルについては、二次交通が不便であることに加え、レンタカー会社が少ないた

め、送迎付のトレッキングプログラムの構築が必要であることが課題である。 

 
○ 北海道と東北の広域連携による観光需要創出の可能性検討 

 主に台湾人を対象としたアンケート調査を実施することで、台湾人の観光動態※１が明らかにな

った。また、観光ニーズ※２や周遊時の移動ニーズ※３を確認し、周遊ルートを検討した。 
 ただし、周遊ルートの観光地・資源は日本を代表するもので構成されており、リピーターが多

い台湾人等は既に訪れている可能性がある。そのため、外国人旅行者に人気がある観光地の検討

を行い、ルートを精査する必要がある。 
 今後の訪日外国人を対象とした観光需要の創出については、未だ低い東北の認知を向上させる

べく、ターゲットを絞った効果的なＶＪ事業を展開するとともに、段階的な訪日外国人旅行者の

取組を行う必要があると考えられる。 
 第１ステップとしては、多くの外国人旅行者が訪れている首都圏、北海道から一歩、東北に足

を伸ばしてもらうことで、東北の良さを認識してもらい、次回旅行時に東北に訪れるきっかけを

作ることが重要と考えられる。そのため、首都圏と北海道に接している福島県、青森県へのオプ

ショナルツアーの造成とともに受入環境整備を充実させることが重要である。特に青森県は外国

人旅行者が多いにも関わらず、宿泊施設等の Wi-Fi 環境水準が低いため、これらの改善が必要と

考えられる。 
 また、認知が低い日本でのレンタカー利用の周知促進を図るとともに、レンタカーの受入環境

を促進することで、二次交通が不便な東北の移動満足度を向上させる必要がある。 
 さらに、北海道新幹線の開通によって、今回検討した周遊ルートのような東北から入国し、北

海道から出国する広域な観光周遊ルートの形成が可能になることから、移動時の経済的負担を軽

減できるよう新幹線と飛行機がセットになった商品開発が課題である。 
 
※１：滞在日数は、「４泊５日」がメインであり、入国と出国空港は分散している。同行者は親近者が多い。 

※２：「自然・景勝地に行く」「温泉入浴」「グルメ」が多い。 

※３：公共交通機関での移動割合が高いが、レンタカー利用による周遊実態を少数だが確認し、東北と北海道で

の周遊時の移動手段については、「新幹線とフェリーを片道ずつ利用したい」意向が最も高い。 
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参考資料１．中国本土・香港観光客の旅行特性 
（１）性別・年齢 

≪中国本土・香港市場≫ 

○性別 

・性別構成比は両空港ともに「女性」が高く、新千歳空港は約 65％だが、羽田空港は 100％

である。 

○年齢 

・回答者の年代は、新千歳空港では「20 歳台」の構成比が約 49％と最も高く、羽田空港

では「30 歳台」の構成比が約 75％と最も高い。 

○国籍・地域 

・国籍・地域構成比は両空港ともに「中国本土」が高く、新千歳空港は約 74％だが、羽

田空港は 100％である。 
 

図 中国本土・香港市場の性別構成比 図 中国本土・香港市場の年齢構成比 

 

図 中国本土・香港市場の国籍・地域構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 
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（２）旅行特性 

≪中国本土・香港市場≫ 

○旅券手配方法 

・空港によって傾向が異なり、新千歳空港では「往復航空券と宿泊券を個別手配」が最

も高く約 53％だが、羽田空港は、「往復航空券と宿泊券がセットになった個別旅行向

けパッケージ商品」が約 50％と最も高い。 

○滞在日数 

・新千歳空港では「４泊５日」、「６泊７日以上」が約 35％と最も高く、羽田空港は「３

泊４日」、「５泊６日」が半々となっている。 

○入国空港 

・新千歳空港は入国も「新千歳空港」が最も高く約 81％である。羽田空港も入国が「羽

田空港」の構成比が最も高く約 75％である。 
 

図 中国本土・香港市場の旅券手配方法構成比 図 中国本土・香港市場の滞在日数構成比 

 

図 中国本土・香港市場の入国空港構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 
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（３）同行者 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港では「家族・親族」、「友人」が約 37％と最も高く、羽田空港も「家族・親

族」が約 75％と最も高い。 
 

図 新千歳空港における 

中国本土・香港市場の同行者構成比 

図 羽田空港における 
中国本土・香港市場の同行者構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 
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夫婦・パートナー

家族・親族

職場の同僚

友人

その他



‐142‐ 
 

（４）今回あるいは過去の旅行における東北の旅行先 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港では、約 5％の観光客が今回の旅行中に「青森」に来訪している。 

・今回の調査では、羽田空港の回答者の中に東北来訪経験者がいなかった。 
 

図 新千歳空港における 

中国本土・香港市場の東北旅行先構成比 

図 羽田空港における中国本土・香港市場の 

過去あるいは今回の東北旅行先構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 
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（５）東北への観光経験 
≪中国本土・香港市場≫ 

・両空港で「行ったことがない」が高く、新千歳空港は約 98％、羽田空港では 100％で

ある。 
 

 
図 中国本土・香港市場の東北観光経験有無構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 
 
（６）東北の認知 

≪中国本土・香港市場≫ 

・認知においては、両空港ともに「東北の名称のみ知っている」が最も高く、ともに約

50％である。 

・「名称など、初めて聞いた」と回答したのは、新千歳空港では、約 33％で羽田空港で

は 0％である。 
 

図 新千歳空港における 

中国本土・香港市場の東北認知構成比 

図 羽田空港における 
中国本土・香港市場の東北認知構成比 

※サンプル数は、過去に東北に行ったことがないと回答した回答者で新千歳空港が 42、羽田空港が 4 
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（７）過去の旅行における東北の旅行先 
≪中国本土・香港市場≫ 

・過去の東北来訪経験者の行き先は「宮城県」「山形県」となっている。 
 

 
図 新千歳空港における中国本土・香港市場の過去の東北旅行先構成比 

※サンプル数は、過去に東北に行ったことがあると回答した回答者で新千歳空港で 1 
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（８）今回あるいは過去の旅行における北海道の旅行先 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港では、「札幌」が最も高く約 88％、次いで「小樽」が約 70％、「登別」が約

49％と道央地域内が高い。しかし、道南の「函館」も約 47％と高い。また、道北の「旭

川」や釧路圏の「阿寒湖」が約 12％と広域に旅行している。 

・羽田空港では、「札幌」「小樽」がともに最も高く約 50％であり、「登別」「洞爺湖」が

約 25％である。 
 

図 新千歳空港における 

中国本土・香港市場の道内旅行先構成比 

図 羽田空港における中国本土・香港市場の 

過去あるいは今回の道内旅行先構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港は過去に北海道に行ったことがあると回答した回答者で 2 
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（９）北海道の周辺地域以外を旅行しなかった理由 
≪中国本土・香港市場≫ 

・「移動に時間がかかり、今回の行程では行くことが困難だったから」が最も高く、約

47％である。 
 

 
図 新千歳空港における 

中国本土・香港市場の周辺のみしか旅行しなかった理由 
※サンプル数は、新千歳空港で道央地域以外を旅行しなかった回答者 15 
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（10）過去に行った際の東北への旅行目的と満足できた目的 
≪中国本土・香港市場≫ 

・旅行目的としては「グルメ」「雪遊び」でともに満足度が高い。 

 

 
図 新千歳空港における中国本土・香港市場の過去の東北旅行目的と満足できた目的構成比 

※サンプル数は、過去に東北に行ったことがあると回答した回答者で新千歳空港が 1 
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（11）北海道への旅行目的と満足できた目的 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港では、旅行目的として「グルメ」が最も高く約 93％、次いで「温泉入浴」

が約 84％、「ショッピング」が約 67％と高い。また、「雪遊び」も 56％と高くなって

いる。これらの目的に対し、満足度も高い。 

・羽田空港では、旅行目的として「グルメ」「温泉入浴」「自然・景勝地に行く」が高く

なっている。 
 

図 新千歳空港における 

旅行目的と満足できた目的構成比 
図 羽田空港における 

旅行目的と満足できた目的構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港は過去に北海道に行ったことがあると回答した回答者で 2 
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（12）過去の旅行における東北旅行の時期 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港の回答者は、「冬（１～３月）」に旅行に行っている。 
 

 

図 新千歳空港における中国本土・香港市場の過去の東北旅行時期構成比 
※サンプル数は、過去に東北に行ったことがあると回答した回答者で新千歳空港が 1 

 

（13）道内の利用交通手段 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港では「電車」が約 56％と最も高く、「路線バス」が次いで高く約 40％であ

る。 

 

 

図 新千歳空港における 

中国本土・香港市場の今回あるいは過去の道内利用交通手段構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 43 
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（14）函館-青森・大間間のフェリーの認知 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港は「知らなかった」が約 81％と最も高いが、羽田空港は半々である。 

・運行区間の認知は、「函館-青森間」が「函館-大間間」よりも高い。 

 

図 新千歳空港における中国本土・香港市場の

函館-青森・大間間のフェリーの認知構成比 
図 羽田空港における中国本土・香港市場の 

函館-青森・大間間のフェリーの認知構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 

 
（15）函館-青森・大間間のフェリーの使用経験 

≪中国本土・香港市場≫ 

・函館-青森・大間間のフェリーの使用経験は、「利用したことがない」が約 98％と最も

高い。 

・利用時の形態は、函館-青森館で「往復利用」となっている。 

 

 
図 中国本土・香港市場の函館-青森・大間間の

フェリーの使用経験構成比 

 
図 函館-青森間のフェリー使用時の 

形態構成比 
※使用経験のサンプル数は、新千歳空港が 43 

※函館-青森間の利用形態のサンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で新千歳空港が 1 
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（16）函館-青森間のフェリー利用時の同行者 
≪中国本土・香港市場≫ 

・「自分一人」の利用となっている。 

 

 

図 新千歳空港における中国本土・香港市場の函館-青森間のフェリー利用時の同行者構成比 

※サンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で新千歳空港が 1 

 

（17）フェリーによる函館-青森の周遊意向 
≪中国本土・香港市場≫ 

・両空港ともに「旅行目的を満たせれば行ってみたい」が高く、新千歳空港は約 91％、

羽田空港では 100％である。 
 

 
図 中国本土・香港市場のフェリーによる函館-青森の周遊意向構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 
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（18）利用する際の部屋タイプの意向 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港は「多少高い料金でもグループのみで利用できる個室を利用する」が高く、

約 92％であるが、羽田空港では半々である。 
 

 
図 中国本土・香港市場の利用する際の部屋タイプの意向構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 
 
（19）旅行目的としてのフェリー利用可能性 

≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港は「旅行目的の一つとして、利用する」が高く、約 58％であるが、羽田空

港では半々である。 
 

 
図 中国本土・香港市場の旅行目的としてのフェリー利用可能性構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 
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（20）函館-青森間のフェリー利用による行き先での観光目的 
≪中国本土・香港市場≫ 

・「温泉入浴」が行き先での目的となっている。 

 

 
図 新千歳空港における中国本土・香港市場の 

函館-青森間のフェリー利用時による行き先での観光目的構成比 

※サンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で新千歳空港が 1 

 
（21）函館-青森間のフェリー利用時に不便に感じたこと 

≪中国本土・香港市場≫ 

・「移動経路上における Wi-Fi などの通信環境整備による容易な情報収集」「フェリー乗

り場までのバスの運行頻度」をあげている。 

 

 
図 新千歳空港における中国本土・香港市場のフェリー利用時の不便に感じた項目構成比 

※サンプル数は、フェリー利用経験がある回答者で新千歳空港が 1 
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フェリー乗り場までの移動経路

上における中国語による案内
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移動経路上におけるWi-Fiなど
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報収集

不便と感じたことはない
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（22）ジャパンレールパスの認知 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港は「名称など、初めて聞いた」が約 33％であり、認知者も約 33％いる。 

・認知の内容では、「パスの内容を知っている」が約 33％であり、「購入場所を知ってい

る」については、約 9％にとどまっている。 

・羽田空港では「名称など、初めて聞いた」が 100％である。 

 

図 新千歳空港における中国本土・香港市場の

ジャパンレールパスの認知構成比 
図 羽田空港における中国本土・香港市場の 

ジャパンレールパスの認知構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 

 
（23）ジャパンレールパスの使用経験 

≪中国本土・香港市場≫ 

・両空港ともに「使ったことはない」が高く、新千歳空港は約 79％、羽田空港では 100％

である。 

・ジャパンレールパスを使用しての東北来訪経験は、新千歳空港では約 2％で羽田空港

では、今回の調査では利用経験者がいなかった。 

 

 
図 中国本土・香港市場のジャパンレールパスの使用経験構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 
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２空港計

使ったことがあり、東北まで行ったことがある

使ったことはあるが、東北まで行ったことはない

使ったことはない
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（24）ジャパンレールパスを使用しての東北あるいは函館への来訪意向 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港では「機会があれば、行ってみたい」が約 79 高く、羽田空港では約 25％

である。 

・「是非、行ってみたい」との積極的な意向は、新千歳空港では約 18％、羽田空港では

約 75％である。 
 

 
図 中国本土・香港市場のジャパンレールパスを使用しての東北あるいは函館への来訪意向構成

比 
※サンプル数は、「ジャパンレールパス使用経験なし」の回答者で新千歳空港が 34、羽田空港が 4 
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79%
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3%0%
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２空港計

是非、行ってみたい 機会があれば、行ってみたい

行ってみたいとは思わない 無回答
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（25）ＪＲイーストパスの認知 
≪中国本土・香港市場≫ 

・新千歳空港では、「パスの内容を知っている」「名称を聞いたことがある」がともに約

35％と最も高い。 

・羽田空港では、「名称など、初めて聞いた」が 100％である。 
 

図 新千歳空港における中国本土・香港市場の

ＪＲイーストパスの認知構成比 
図 羽田空港における中国本土・香港市場の 

ＪＲイーストパスの認知構成比 
※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 

 
（26）ＪＲイーストパスの使用経験 

≪中国本土・香港市場≫ 

・「使ったことはない」が 100％である。 

 

 
図 中国本土・香港市場のＪＲイーストパスの使用経験構成比 

※サンプル数は羽田空港が 4 
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（27）ＪＲイーストパスを使用しての東北への来訪意向 
≪中国本土・香港市場≫ 

・「是非、行ってみたい」との積極的な意向と「機会があれば、行ってみたい」との意見

が半々である。 
 

 
図 中国本土・香港市場のＪＲイーストパスを使用しての東北あるいは函館への来訪意向構成比

※サンプル数は、「ＪＲイーストパス使用経験なし」の回答者で羽田空港が 4 

 

（28）函館と青森の周遊時の移動方法意向 
≪中国本土・香港市場≫ 

・両空港ともに「新幹線とフェリーを片道ずつ利用したい」が高く、新千歳空港は約 56％、

羽田空港では約 50％である。 

・往復ともに新幹線を利用する意向は、新千歳空港は約 33％、羽田空港では約 50％であ

る。 
 

 
図 中国本土・香港市場の周遊時の移動方法意向構成比 

※サンプル数は、新千歳空港が 43、羽田空港が 4 
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往復ともに新幹線を利用して移動したい

往復ともにフェリーを利用して移動したい

新幹線とフェリーを片道ずつ利用したい

無回答
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（29）函館と青森を周遊するための条件 
≪中国本土・香港市場≫ 

・全ての人が「交通手段間の乗り継ぎ時間の短さ」をあげている。また、「移動経路上に

おける Wi-Fi などの通信環境整備による容易な情報収集」も約 75％と高い。 
 

 

図 新千歳空港における中国本土・香港市場の周遊するための条件構成比 
※サンプル数は羽田空港が 4 
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（30）東京と青森を周遊するための条件 
≪中国本土・香港市場≫ 

・「東京周辺では体験できない観光資源」が約 75％と最も高い。 

 

 

図 新千歳空港における中国本土・香港市場の周遊するための条件構成比 
※サンプル数は羽田空港が 4 
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